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龙
機
は
必
ら
ず
し
も
長
期
に
亙
る
を
要
し
な
い
0

實
物
取
引
の
形
式
を
と
つ
て
も
、
其
の
取
引
形
式
が
型
に
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
限
ぎ 

、
.繰
延
の
方
法
に
ょ
つ
て
投
機
収
⑴
が
行
は
れ
て
、
そ
れ
は
結
^

^

期
取
引
の
本
質
を
荷
す
る
取
^

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
細
育
株

紐
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引
所Q

取

引

方

法

及

び

窗

Q

短

期

靈

取

忍

.如
き
は

即

ち

装

例

で

あ

っ

V
、

此

等

は

短

期

运
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取
^
;
と
も
稱
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得
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の
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あ
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。
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我
_

の
炻
期
淸
笕
取
引
'は
大
:|
1
-
:十
一
平
の
•取
引
所
法
改
正
に
ょ
っ
て
初
め
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
取
引
所
令
第
十
一
條
に「

布 

愤
證
淥
ソ
淸
算
ホ
場
二
於
ル
資
贸
1
1
;ン.テ
七
日
，

内
ノ
期
限K

以
テ
履
行
期
ト
爲
ス
•ベ
キ
取
引
一1

風
ス
ル
モ
ノ
ー
一 

限
リ
受
渡
其
ノ
他
ノ 

決
濟
ハ
業
務
规
程
ノ
.足
ム
.ル
对
ニ
侬
リ
脔
買
成
立
ノ
=

ョ̂

リ一

箇

W
以
内
之
ガ
繰
延
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得」

と
あ
る
の
が
之
で
あ
る
。
從 

來
我
國
に
は
取
0|
-
所
取
1)
|
は
砬
取
引
、
延

取

1;
1
及
び
记
期
取
引
の
ー
‘ニ
っ
に
分
た
れ
て
ゐ
た
の
が
此
の
時
の
改
正
に
ょ
っ
て「

實
物
市
場
の 

取
引」

：と
■
■淸
篱
_
« ;
麵

醒

_

_

_
分
_

_

_
式
艰
引
所
の
猶
_
湖

場

0

_
別

_

免
長
期
遽
¥
取
^ |
处 

っ
と
な
っ
た
め
で
あ
る
0'
而
し
て
長
期
淸
览
取
引
の
仕
法
は
從
來
の
宛
期
取
引
の
仕
法
を
大
體
典
儘
に
繼
承
し
た
の
で
あ
る
が
、
短
期 

淸
算
取
引
は
此
の
/-
小
に
新
に
公
認
せ
ら
れ
た
取
'1
；
1で
あ
る
o
.而
し
て
短
期
淸
箅
取
引
の
受
1

限
は
法
次
に
は
七
们
.以
5
:
と
办
る
け
れ 

ど
も
、
今
ロ
で
は
此
の
取
引
を
行
ふ
取
則
所
で
は
盟
ロ
決
濟
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
. 

.、

短
期
淸
算
取
引
の
貲
施
せ
ら
れ
し
理
由
然
ら
ば
何
故
に
大
祀
十
一
尔
に
此
の
新
た
な
る
诹
引
方
法
が
我
國
に
認
め
ら
れ
る
に
到
っ 

た
か
、
共

の

淵

源

と
.1
.
て
齊
人
は
ニ
つ
の
.琪
屮
を
擧
ぐ
る
こ
と
抓
出
來
る

。

：
,

(

一
系
革
上
の
51
&

.
今

^
:
の
短
期
淸
笕
取
引
は
明
治
十
三
年
頊
ょ
り
十
七
八
年
頌
迄
横
濱
に
行
は
れ
た
洋
鈒
の
飪
取
引
の
预
合
に 

其
の
起
原
を
求
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
則
ち
當
時
輸
入
商
が
货
物
を
輸
入
す
る
や
常
時
相
埸
の
，變
動
常
な
か
り
し
洋
銀
を
以
っ
て
支
鄉 

ふ
必
嬰
が
.あ
つ
た
か
ら
し
て
、
輸
入
^
易
業
^

が
貨
物
を
輸
入
す
る
に
は
支
拂
を
な
す
洋
銀
ひ
相
場
變
動
の
低
險
を
V7
さ
な
け
れ
ば
な

'病
 

ら
な
ヵ
つ̂

0

而
し
て
此
の
危
險
を
防
止
す
る
の
把.は
祥
鈒
の
宛
期
取
引
：：に
促
險
紫
ぎ
を
か
ず
必
^-

に
趣
ま
ら
れ
で
ゐ
た
の
，で
ぁ
る
が^

M -

も
_

は
明
潘
十1
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四
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炉
銀
の
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^

:
を
米
と
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に
脉
|

^
し
た
る
を
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つ
て
、
-民
間
の
貿
勒
業
者
^

名
を
他
电 
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取
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實
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舉
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ン

邊

機

取

引

の
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管

必

耍

と

し
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の
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で

ぁ

る

0

則
ち
直
取
引
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一
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に
於
て
か
響
取
引
所
は
綴
の
直
取
引M

5
.

ひ
、
；馨

^

1
^

对
皮
を
行
.つ
そ
.诹
引
を
決
了
し.て
ゐ
ー
た
の
で
ぁ
る9
:
か
く
セ
；輸
入
商
は̂

_

':
b

w

た
.の
，で
ぁ
•
つ
.た
。
；■
る
に
卿
治
十
六
年
政
府
淑
金
鉍
貨
岛

r
l 
: 

,

#
迎
散
り
'
紙
幣
と
銀
背
の
開
き
次
笫
杧
減
少
し
、
间
十
九
年
兌
換
制
度
の
確
立
と
共
S

貨
寶
質
の
必
耍
は
全
繁

ま
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直
取
引
め
形M

を
猓
り
次
而
も
投
機
囉
引
の
實
を
行
ふ
沘
の
.洋
頃
の
取
別
カ
法
を
承
け
繼
い
だ
:1
>

:の
は
取
束
株
^
取
引
所
に
往
部
行 

;,
-

:

'

は
れ
た「

デ
ー
キ」

セ
あ
る
:°

八
フ
其
0

取
引
.：の

聲

を

奪

：る

に
' 9
.

)

最
嘲
ば
明
治
1 :

.
ひ
て
艰
リ̂

(̂
-^

に
.群
^

^
:^

每
伤
#

合
し
'^

濱
^

紙
取
5
.
の
，方
法
に
、な
ら.
.ひ
炭
鑛
株
の
相
場
を
標
準
と1>
筑
合
ひ
.に
ょ
る
差
金
取
引
を 

行
ひ
し
が
名
と
ょ
り
違
法
の
取
引'&
れ
ば
し
ば
-1
.
ば
其
筋
の
§

^

す
る
所
と
な
り
し
も
其
効
な
く
，
.こ
こ
に
於
て
か
典
取
引
を
取
引
所

.
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市
場
圮
於
け
る
公
の
；.取
引
と
し
-1
:
行
は
し
め
政
府
も
亦
之
を
默
認
す
る
，こ
と
と
：な
つ
た
0
然
る
に
明
治
三
十
一
年
頃
炭
鑛
株
の
寶
賈
上 

,

:
に
靡
故
生
进
じ
#

以
で
爾
來
郵
船
»
:に
ょ
.
.つ
.
て

こ

の

方

法

を

行

ひ

明

治

：
四

十

年

頃

：
龙

汰

，
は

虫

^

4

て
张
京
株
式
取
別
所
新
株
'$
:
以

^

•

■■
'

脔
質
ず
旮

に
到
り
た
o
'-
'5た
#

た
#

常
時
規
物
市
場
問
題
啟
焱
も
の
，起

奴
>
.
新
だ
私
七
士
名
の
直
取
引
_
伸«

人
を
逍
々
や̂

敗
期
沽
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取5
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解
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の
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一
二
四
> 

资
ヵ
：比
較
的
鴻
弱
な
る
者
が
多
か
つ
於
'.
0

彼
等
ば
普
通
仲
質
人
に
比
し
て
比
較
的
資
力
少
な
乂
生
^

:1
.
て
：直
取
引
预
合
を
業
と
す
る
と 

,

共
に
禅
ら
|

株
(0
.
ジ
ギ
取
引
|&

從
事
し
い
果
て
は
取
引
所
內
に
公
然
淸
算
所
を
設
け
盛
^
预
合
取
引
を
行
ひ
爲
に
此
の
取
引
は
非
常 

に
隆
昌
を
極
め
た
の
で
：あ
0

た

。
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田
中
太
七
邶
ノ
日
本
取
引
所
黴
ご
九
上
-

^

;
C
2
_

)

01

小
太
七
账
前
描
書
.
.ニ
五
.ー
直
似
下
、
.
.
.

.
當
時
の
こ
の
取
引
方
法
は
か
の
洋
銀
茴
取
'引
の
.方
法
と
大
體
に
於
て
同
じ
と
雖
も
多
少
異
る
點
が
あ
つ
た
。
即
ち
洋
銀
取
引
は
正
當 

な
る
直
取
別
で
あ
つ
て
、
若

し一

方
が
實
物
の
授
受
を
要
求
す
れ
ば
湘
手
方
は
必
ら
.ず
之
に
應
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ

• 

.

.

.

.
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.

る
。
.則
ち
正
當
な
る
取
引
所
取
引
で
あ
.つ
た
。
然
る
に
衆
京
株
式
取
引
所
：の
當
時
の「

デ
キ
し
に
於
て
は
、
寶
買
當
日
に
於
て
赏
株
の 

授
受
を
要
求
す
る
は
差
支
へ
な
い
，け
れ
ど
も
、
.一
旦
筑
合
を
な
し
た
以
上
は
：五
ひ
に
實
株
の
授
受
を
要
求
せ
ざ
る
了
解
の
下
に
資
質
せ 

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
從
つ
.て
：時
に
合
意
の
上
實
株
の
授
受
を
な
す
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、j

方
的
に
强
い
て
之
を
要
求
す
る
も
の 

が
あ
つ
て
も
、
㈣

手
方
は
之
を
一
笑
.に
附
し
て
之
に
應
ぜ
ず
結
局
差
金
取
引
.で
終
^

て
ゐ
た
の
.で
あ
る
s

o

.
か
か
る
取
引
が
売
企
な 

る
合
法
的
取
引
所
取
引
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
.あ
る
0

而
も
當
時
此
植Q

賭
博
的
差
金
取
引
が
、
而
も
資
力
信
用
の
少
な
き
仲
買
人
に 

_

ょ
つ
.て
非
常
の
勢
を
以
つ
て
行
は
れ
、
共
の
弊
害
漸
や
く
世
間
の
.注
意
を
惹
い
た
爲
に
、
政
府
は
明
治
四
十
四
年
五
月
直
取
引
仲
賈
人

<
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»

の
制
を
廢
し
、
:-
a

つ
公
愦
以
外
の
證
券
の
直
取
引
に
競
寶
買
及
が
羅
寶
買
の
方
法
を
用
ふ
る
を
禁
止
し
、
且
つ
預
合
の
方
法
に
ょ
る
差 

:

金
取
引
を
嚴
禁
し
た
の
.；で

あ

今

：然
る
|

來
此
の
.デ
キ
I

を

璧

:

上 

■

行
は
れ
た
が
此
の
運
動
は
遂
に
兆
の
：効
を
奏
し
、
如
く
て
洱
び
苽
京
株
式
取
引
所
；に

.於
^

相
翁
賣
1

の
名
の
>

-
に
.
齡
椒
及̂
'
'

鍊
紡
新

#

の
直
取
引
を
開
始
し
た
の
で
ぁ
る0'.
假
令
此
の
爲
に
八
ム
然
淸
藤
所
は
設
け
ら
れ
な
か
'.
0

た
^

は
衰
へ
，典
の
取
引
の
仕
法
は
從
來
の
新 

,
 

來
株
ジ
キ
の
也
法
と
何
等
異
な
る
所
は
老
つ
宠
で
ネ
る
ク
只
此
方
法
に
ょ
る
新

^

一
 

な
か
つ
た
け
れ
ど
も
而
兑
實
際
は
現
物
爾
引
の
：名
の
下
に
：內
密
に
頌
合
に
ょ
る
差
金
取
引
を
行
つ
た

.の
，で
ぁ
る
0

.
只
兩
者
の
相
違
は
鄄 

一
 

船
利
及
び̂

妨
新
株
ル
此
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。
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縮
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取
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縮
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取
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縮
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米
國
に
於
て
直
取
别
の
下
に
.投
機
I

引
が
行
は

れ

：
る

や

ぅ

に
な
，つ
衣
の
は
同
國
特
有
の
：經
濟
事
情
；に
ょ
る
も
0

で
、
則
ち
此
の
國
で 

.は
銀
责
の
營
意
資
金
を
艰
下
，す
る
爲
0

商
業
手
形
が
#

在
し
な
か
.つ
，た
爲
に
、
特
に
株
式
取
引
：を
直
取
引
と
じ
、
之
.に
銀
行
資
金
を
放
下 

:
ノ
紐
期
砟
箅
取
引
：の
解
剖
.

V
、

其
，

S

批

判
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:
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し

た
Co
.で
あ
る
0

-
兀
來
取
.引

所

投
:«

取

：引

は

：信
;|
]

耿
0|

で
あ
る
タ
:#
||
]

其

ょ

：つ

て

寶

賈

し

得

る

結

*

は

猶

ら

资
 

ず

し

て

：火

鸷

の

，
取

引

，を

な

し

得

る

の

.
で
t>

る
o
'̂
>

.
則
ち
衆
國
；に
妓
世
界
.に
稀
為
る
株
式
金
融
市
場
が
發
準
し
.て
ゐ
：名
爲
に
細
宵
に
は 

蓝
取
^

に

ょ

る

投

機

齡

，が

圆

滑

に

行

は

れ

.る

の

，
で

あ

る
0

同
國
の
虛
取
引
が
實
物
取
引
の
：形
式
を
と
0

て
而
も
取
引
所
取
別
と
し
て 

合
法
性
を
有
す
る
の
は
此
の
結
來
で
あ
：.る
：。
然
る
に
株
式
金
融
の
最
も
發
達
：し
な
い
我
國
に
於
て
ま
宵
式
の
株
式
取
則
が
行
は
れ
得
る 

.
の
は
何
故
で
あ
ら
ぅ
か
o

此
の
现
山
を
探
究
す
る
爲
に
菩
人
は
先
づ
我
國
に
於
け
る
短
期
淸
览
取
外
の
仕
法
を
知
る
囊
が
あ
る
。

C

1)

株
式
投
機
取
引
の
木
質
並
び
に
此
ヴ
點
か
ら
見
た
紙
育
株
式
联
則
の
犄
質
-
我
阙
の
限
月
間
題
に
就
て
は
拙
著
っ
取
弘
所
の
现
論
的
研
究
し

\

に
詳
細
な
る
研
究
が
あ
る
か
ら
玆
に
之
を
畨
く
0

- 

1 

.

.

.

. 

. 

■

+

.

« 

;

.

:

U

 

.

;

,

:

短
期
淸
笕
取
引
の
仕
法
。
紐
育
株
式
取
引
所
の
取
引
方
法
は
其
の
實
質
吟
於
て
は
一
種
の
定
期
取
.引
で
、
從
つ
て
短
期
宛
期
取
引
と 

も1
K

ふ
こ
と
が
出
來
る
。
我
國
の
短
期
淸
箅
取
引
も
亦
ー
種
( 0
;
.定
期
取
引
則
ち
短
期
の
觉
期
取
引
で
あ
る
。
則
ち
差
金
取
⑴
を
容
易
な 

ら
し
め
る
爲
に
型
に
入
れ
ら
れ
た
取
引
に
外
な
ら
な
いQ

で
あ
る
、
則
ち
我
國
の
.短
期
淸
算
取
引
は 

(

一)

凡
て
の
取
引
に
對
し
て
共
通
の
.受
渡
期
.
.日
を
宛
め
た
る
取
引
で
あ
る
。
取
引
所
令
第
十
4

倐

は

「

セ
}

|:
1

ノ
期
限
ヲ
以
テ
履
行 

期
ト
爲
ス
べ
キ
取
引」

と
規
宛
し
て
ゐ
る
も
0
,之
で
あ
つ
て
、
北
ハ
の
意
味
は
备
取
引
铄
に
七m

以
內
に
於
て
受
渡
期
限
を
宛
む
可
し
と

の
意
味
で
は
な
い0-

0
0

 

.一.

.度
び
業
務
規
程.に
於
て
七=：

以
内
例T

ば
五
日
と
宛
め
た
時
は
凡
，て
.，の
取
*]
1

は
五
！！1
»
に
共
通
の
受
渡；
=
1

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

;

• 

i 

.
.

.

亦
來
る
こ
と

と

，九
す
可
き
で
あ
る
。
爾
.し
て
.其
の
艽
n

の
起
箅
點
冬

又
共
通
の
：一.记

2
2

か
ら
始
ま
為
の
で
寶
質
契
約
の
當
日
.か
ら
で

は

な
-い
o

則
ち
曆
に
ょ
る
の
で
あ
るa

例
へ
ば
_

パ
五
"

、
十
^

;
十
五
u

j

.:(
-

は
'

ー
十
五
：：=
、
-
一一一：十
0

を
受
渡
期
と
す
る
が
如
き
之
で 

あ
る
o
;
さ
す
れ
ば
例
へ
.
ば
：三
巧
ニ
日
に
な
：し
た
取
|̂

も
3:
3

ー
百
に
な
し
た
取
引
.̂
-
.货
1
1'

布
日
に
受
漉
せ
ら
れ
る
と
同
じ
で
あ
る
0
厂 

則
ち
此
の
場
合
は
從
來
の
三
ヶ
月
叉
は一

T
V

月
とI

石
ふ

限

月

を
.7
L

m
fc
M

l>
:

た
も
の
と
何
等
興
な
^

—

は
，な
5
:(0
.
.で
あ
る
。
，
蓋
し
之 

れ
共
通
の
受
渡
R

を
觉
め
る
こ
と
は
党
金
關
滑
な
.る
差
金
：取
引
に
絕
聩
必：

要
な
.る
か
ら
で
あ
る
0

'

.

(

1

>

.
小
山
1|
-
;之
助
氏
、
；取
引.所
研
究
里
^

..

. 

然
ら
ば
今
：=1我
國
の
各
#

^

取
*3
!

所
は
七
=
1以
：内
の
何
1
1
:を
以
つ
て
：受
波
期
旧
と
な
，し
.た
：か
と
衰
ふ
と
、ノ
起
籐
點
こ
そ
'異
な
れ
何
づ 

れ
も
翌n

=

又
.は常

：！：

を
以
つ
て
受
渡E

と
：な
し
て
；ゐ
る
、
；例
べ
ば
來
京
採
式
取
|̂

所
ヤ
ほ
#
ロ
の
後̂

と
^

ぼ
の
前
場
と
以
つ
で
ー
訐 

笕
區
域(

凡
て
の
'取
0|

を
共
通
.に
離
现
ず
，る1

^)

と
な
し
、
此
の
間
に.行
は
.れ
た
凡
て
の
取
引
は
當
日
：の
午
後
：

〗
I

時
限
り
受
渡
を
な
す 

可
き
も
の
：と
し>
炎
阪
及
：び
其
他
の
取-|
|

所
は
常
：=
に
行
は
れ
た
凡.：で
の
取
引
は
翌=
年
後
1

時
限
り
.受
渡
を
な
す
可
き
も.の
と
^

’ゐ
る 
o
. 

-
人
ぐ
：
.
：

.ぃ
：
：
:,'
^

 

'

^ 

■

フ
ヘ
へ 

 ̂

.

(

ニ)

パ
齊
贾
取
位
も
亦
；1
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0
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め
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る
0
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最
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)

ー
寶
贺
方
法
は
競
寶
貸
'に
：ょ
る
。
來
束
株
式
取
'|
|

所
で
は
立
#:

の
始
の
寄
仲
.と

暫

(0

夫
1|
|

と
で
は
長
期
淸
緣
取
*]
|
.
の
競
寶
貨
. 

A

向
じ
く
集
團
的
競
喪
質
：の
..方

法

：に

ょ

ダ

、
：：
，共

：の

.寄
#

と
大
|̂

と
00
:

即
は
之
を
接
續
资
贸
と
稱
1>

倘
別
的
競
鹭
興
の
^

場
及
後
場
何
づ4

も
此
の
順
搽
に
弋
行
：は
れ
る
今
凡
で
の
我
_

の
.取
引
所
寶
質
に
於
げ
岑
が
痛
ぐ
魅
期
»

']
.
1も
各
取
^|
ぼ 

の
.場

帳

盡

錄

せ

ち

れ

、
^

に
±:
.

1

.賣

質

は

成

立

す

る

も

尊

：あ

寒

：
'
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:'じ
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1パ：
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'
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.
>取
|̂

の
訧
第
盤
理
：へ(

ィ
>

1
許
雜
區
域
の
寶
賈
救
理
.°
:
斯
の
：如
<;
.盛
暮
し
.た
：凡
て
の
へ
取
引
は
.之
を
取
引
所
の
帳
簿
に
登
錄 

で
ぁ
る
が〜
此
際

T

訊
籐
區
域
ぬ
於
け
i

1

」

銘
柄
0

凡
て
の
値
段
呔
許
奪
盤
现
0

@

^
上
之
：を
1

走

：の
：單

1

の

歉

珙

に

^

ほ

レ

て

仕
 

舞
ふ
こ
と
は
長
期
淸
箅
取
^

に

於

け

る

帳

入

値

段

と

：同

一

で

：
ぁ

る

が

：

>

短
飢
で
は
免
谀
日
を
直
前
咬
控
へ
：：又
受
渡
ぢ
な
す
可
，き
倘
段
で 

ぁ
，る
：か
ら
之
を
受
渡
檩
準
條
段
と
稱
し
て
ゐ
る
：0
.
:此
ゆ
受
：襲

準

値

段

は

幾

で

ゆ

受

波

當
1£
の
俞

十
錢
刻
み
に
取
捨
し
た
る
も
の
を
以
ク
セ
之
ぬ
當
て
で
ゐ
る
？
斯
の
如
く
凡
て
の
寶
»

取
外
を
戢
1

0

値
»

に
']
|

直
ほ
す
爲
め
、
各
取 

七
の
約
定
値
段
と
此
の
受
渡
檩
维
他
段
と
の
差
金
は
別
に
受
拂
ひ
ず
る
を
耍
す
る
こ
と
は
凡
て
の
取
⑴
所
淸
算
耻
務
に
共
通
の
こ
と
- 

で
>
 

則
ち
其
の
評
算
上
の
勞
ょ
り
は
之
を
仕
挪
ひ
-

利
益
办
方
は
之
を
受
取
も
こ
と
は
勿
論
で
釭
ざ
。

' 

' 

, 

.

以
上
1

計
算
區
域
に
於
け
冬
凡v

の.
寶
1

引
、
例
へ
ば
双
京
钇
れ
ば
前
日
の
後
場
及
沃
當
ロ
の
：前
場
の
各
寄
侦
火
引
及
び
接
續
に 

成
立
し
た
：凡
て
の
資
質
取
引
の
約
宛
値
段
は
各
銘
柄
每
に
之
を
單
.
1
.
:の
値
段
，に̂
|

蓝
す
”

而
し
て
此
際
同
1

の
：取
»]
1

鳳
の
同

V

の
銘
柄
. 

に
就(

い
て
寶
と
貢
と
が
银
在
す
る
場
合
に
は
特
に
巾
出
な
き
限
り
其
0

:

對
當
數
量
は
之
：を
相
皸
し
て
仕
«

ふ
の
で
ぁ
る
。
，則
.

ち
，同
ー
：
.
：計 

箅
區
域
に
於
げ
る
賢
買
と
其
の
反
對
の
寶
買
と
は
轉
寶
買
戾
と
同
一
の
，結
艰
と
な
る
の
で
、:

か
く
同
-一
計
算
區
域
の
寶
買
と
反
對
の
寶 

買
の
相
殺
を「

現
落
ちj

と
一K

ひ
、
興
の
量
を
現
讓
量
と
云
つ
‘

て
な
る
。

'

'■
■

.:

.

‘ 

.

.
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'
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)

繰
延
玉
の
盤
理
短
期
淸
¥

取
|̂

は
主
と
し
て
投
機
取
|̂

で
ぁ
る
？
從
つ
て
繰
延
が
盛
ん
贮
^

ボ
叫
る
。
，へ
然
る
に
我
國
の
短
期 

淸
笕
取
'j
l

に
は
後
.
に
說
明
す
る
や
ぅ
に
一
種
特
別
め
繰
延
1

.

が
附
屬
し
.

て
ゐ
て
、
«
賈
當
事
#

の
.

一
：
方

的

意

思

.
で

任

鼠

犯

其

の

受

渡
 

を
繰
延
べ
得
る
'

こ
と
と
な
つ
て
'

ゐ
る
。
從
つ
て
此
の
取
'}
1

で
は
取
1̂

の
.當
日
又
は
翌
日
に
來
る
午
後
の
圮
時
刻
に
は
必
ら
ず
受
渡
し
が

(̂
^̂
^̂
™̂
M̂̂
S
3
a
m
a
a
M
a
!
i
M
M
;
ŝ
m̂
a
5
B
B
S
g
j
s
3
m
m
m
3sgmsB3g3asssM5sasBgasagMHMRaBagEgtaagam

議

謹

j

i

，
消

は

れ

；
る

の

で

あ

る

.

が
、
同
時
に
又
边
山
に
其
0

.

受
渡
を
繰
延
べ
る
こ
；と
_

も
出
來
る
の
で
あ
る
0

;

前
2

ょ
り
の
繰
延
军
の
約
宠
値
晚
は 

y

前
日
の
慶
渡
標
準
观
段
と
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
之
を
架
に
當
1

=

の
受
渡
檩
準
値
段
.

に̂
|

達
蓝
し
.
て
仕
舞
ふ
.

の
.

で
あ
、る
0 

■長
期
淸
算
取

引

で
 

J

 

.
'
は

海

日
.0

帳
:̂

値
段
は
期
末
ま
で
其
の
儎
に
維
荷
し
て
行
く
が
短
期
淸
尊
取
^

.

で
は
前
1
!
1の
受
歡
値
段
に
帳
入
せ
ら
れ
、
，繰
延
ら
れ
た

も
の
も
凡
て
當
日
の
受
渡
德
準
値
段
に
引
直
.ほ
ず
の
で
あ
る
0

所
謂
單
數
帳
入
値
段
制
又
は
値
洗
び
刺
で
.あ
つ
て
、
每
日
新
ら
し
い
受 

一
 

孩
德
準
他
段
.に
直
.ほ
す
。
.從
つ
て
同
.一
銘
柄
に
.就
い
て
は
常
に
只
1

本
.の
帳
入
値
段
が
あ
る
'の
み
.で
あ
る
0

斯
の
如
'*<
繰
延
玉
は
凡
て 

j

 

。'«
日
.'(
0
.新
ら
し
い
受
波
德
#

値
段
に
直
ほ
す
か
ら
し
，て
茲
に
亦
前
1
1
:
.
の
.受
派
檩
準
値
段
と
當
日
(0

受
渡
檩
準
値
段
と
0

差
金
を
授
受
し 

|

•&

け
れ
ば
;&

ふ
ぬ
:2
;

と
勿
論
で
.あ
る
0

而
し
て
か
く
線
延
玉
を
常
1
=の
受
渡
標
_

値
段
に
蓝
ほ
す
に
際
し
、
同
ー
の
'取
*3
|

量
0

同
ー
銘 

j 

.柄
に
就
き
共
の
.繰
延
.玉
と
^

|

め
本
建
數
货
と
を
對
比
し
、
其
.の

寶

買

對

當

數

冓

は

之

.を
相
殺
ず
'る
0

で
あ
.
'る
0

則
'̂

當
H

の
.本

迚

を
 

I: 

〗

以
つ
.て
繰
延
玉
杧
對
ず
る
技
對
寶
買
史
し
て
相
殺
し
、
典
の
盖
金
を
授
受
す
夺
の
：で
.あ
る
0
-
此
故
：に
短
期
取
0!

で
は
前
.の
寶
買
.を
典 

I 

に
反
對
實
貢
，

(

短
期
で
拭
之
.を
.轉
寶
買
戾
と
ー
：ム
は
ず
、
特
に
反
對
資
質
と
稱
し
で
'ゐ
る
> 

を
な
し
.で

差

金

を

授

受

，
し

其

の

取

咧

關

係

を
 

|

 

_

脫

し

得

：る

乙
^

は

長

期

淸

箅

取
1̂

に

於

て

轉

寶

買

戾

に

ょ

る

と

金

然

同

，
ー

で

あ

る

：

0
;'
'

:
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'

へ

■
:

.

.
-

〈

：

.
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.
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.
v-,
:
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:
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v
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同1
.

計
算
區
域
內
のI

®

對
當
數
箭
は
典
の
.反
.對
寶
賈
に
對
比
す
2>
'

最
初
.の
寶
.買
が
同
|
:計
簕
區
域
：に
於
.̂

る
鹫
贤
な
り
や
又
は
前

日
ょ
方
の
繰
延
：玉
な
り
や
を
問
は
ず
、
凡
て
特
別
の
^

出
な
き
曝
ぎ
ヶ
相
殺
せ
'̂

れ
.る
も
.の
：
で

あ

；る
0
.
.而
し
て
其
.の
殘
高
昧
次
期
の
訃
' 

:筧
區
域
.に
於
け
；る
尔
後
€)

诳
京
な
れ
ば
當
日
(0

午
後
1

ー
時
、
大
贩
な
れ
拔
翌
兑
め
，午
後
气
勝
舆
に
現
物
を
受
渡
す
可
き
も
の
で 

,

.

.
:猶
期
淸
#
取
引
の
解
剤
せ
其
の
翁
冽 

^

.

v 

s

 

t
u
u
i

'

.
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.
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■

'
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短
期
淸
箅
奴
則
の
解
剖
迖
其
の
批
判
、

 

I

四
：

(

1
1
3四
>

の
：.で
灰
い
0
,0
茲
に
於
て
か
受
漉
を
欲
せ
ざ
_る
も
の
に
對1>
て
は
_
延
す
る
こ
：と
：が
詐
ざ
：れ
て
ゐ
る
。
：：
又
假
令
業
擞
規
程
で
比
繰
延
は
寶 

方
及
び
質
方
.の
会
意(0
士
之
を
行
ふ
こ
と
：を
耍
す
と
^)

.免
め
で
つ
て̂)
:'、
、̂

»
は
：わ
方
的
意
思
で
文
當
§$:
-繰
延
じ
得
ら
れ
る
や 

ぅ
に
出
來
て
ゐ
る
、
：
則
ち
萊
京
株
武
取
⑴
所
に
於
て
其
日
に
受
渡
を
爲
さ

.ん
と
す
る
も
の
，は
其
の
.希
望
數
量
を
其
日
の
_前
場
大
引
迄
に 

取
>|
|
所
に
^

!

可̂
|
*
.の
で
あ
.る
。
奢
し
间
時
：刻
迄
：に
：此
の
受
渡
希
望
の
中
带
を
爲
さ
ざ
る
時
は
：繰
延
希
望
と
看
做
さ
れ
る
の
で
あ 

る
o:

繰
延
は
原
則
的
で
あ
：：々

て
3
受
渡
は
特
別.の
巾
出
耷1>
^

に
於
付
る
寶
說
が
：济
千
：株
で
質
玉
が
四
千
株

0
時
は
此
0
.四
平
株
丈
は
相
殺
せ.ら
れ
ぃ.殘
り
|羊
株
を
渡
さ.な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此 

の
：際
の
沖
，の.此
.の
1
:
?株
に
對
し
て
は
勿
論
其
相
李
为
が
あ
る
替
で

#
今

^

S

と
す

る
b
而
し
て
：乙
#
現
金
>

荷
し「

て
受
碟
を.耍
求
ず
る
者
で.あ
从
、
へ
丙
は
授
機
の
質
方
セ
繰
延
を
要
求
す
る
も
の

と

す

る

。
.
若

し
ft
の
.際
f

た
：る_
が
千
.株
を
實
際.に
所
有P.

て
.ゐ
れ
ば
千
株
の
受
渡
る
が
、淺り千株は

.繰
延
：べ
‘

必
要
が
あ
り
ハ
而
も

共
の
■相
手
方
^
る
丙
は
繰
延
：を
耍
求1>
:て
ゐ
る
か
ら.し
て
問
題
は
：な
く
雨
者
は
合
意
0
上
：翌
日
：に
繰
延
ベ.る
こ
.：と
が
.出
來
る
。
然
る
に 

• 

• 

.
 

•

若
;1
>
上
述
^

_

2

:年
棘
が
、悉
く
空
脔
り
で
あ.
0
.た
：
.̂

し
た
な
ら
ぼ
彼
は
乙0
耍
求
に
應
じ
て
引
渡
ず
可
き
現
株
を
所
有
し
て
ゐ
な
.

%

 

0
：

で
ぶ
る
o
;'
M

も
我
國
Q

:M

期

淸

簕

帮

は(

：.一：.；
 

>
:
1方
に
：投
機
取
引
玄
許
し0

つ
、
：0
^
^
^

で
も
現
'#
]

:|
:
'̂
|

渡
し
、
ノ
叉
：は
受
取
る
を
得
せ:̂
む
'る
を
塞
2

と
す
.る
も
5
:
で̂

洛
^

^

?

^

1̂1
-
述
：の
場
咨
甲.
0寶
が
容
齊
で
あ
つ
て 

も
、
匕

：に
は
完
全
に#

の
現
秣
を
取
得
せ
し
め.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ(0
で
あ
る
。
前
も
此
；のー，際
我
國
で

」

は
米
_

の
{如
ん
咿
が
何
陡
た
も
他

人
0

株
を
惜
り
て
來
て
渡
す
や
ぅ
な
市
場
が
存
在
し
身
い
か
ら
し
で
'

#•
;に
此
際s
-

に
.代
は
り
で
品
_

を
渡
..す
.掛

定

の

；繰

.延

機

關

0-
-

挤
 

祚

を

必

要.と

す

る

の
:̂

あ
る
。
所

謂

代

行

議

之

，で
あ
る
.
°
_
 

. .V'

(

l

v」

k

株
業
務
.規
程
S

ハ
十
八
條
ノ
ニ 

.

'
'

.:

.

斯
の
如
く
短
期
淸
尊
取
別
は
.
一
方
に
は
何
時
で
も
現
物
の
授
受
の
耍
求
を
許
す
と
共
に
，、.
他
方
.に
.對
し
て
は
繰
延
を
許
し
て
ゐ
る
の 

で
あ
る
'。
典
の
結
艰
は
例
外
.の
場
合
を
除
け
ば
蓝
接
繰
延
を
不
可
能
に
し
て
ゐ
る
c
_例

へ

ば

取̂|
.所

の

短

期

淸

笕

取

資

が

膂

共

の
 

計

憂

域

：に
於
け
る
同
一
銘
柄
の
.寶
M

の
對
常
數
散
を
相
殺
し
た
結
艰
は
寶
又
は
貢
の
玉
が
殘
る
'わ
け
で
あ
る
。
か
く
て
此
の
^

ー
銘 

柄
に
對
し
て
賣
：虫
を
荷
ず
る
多
數
の
取
*)

1
員
が
あ
る
と
共
に
、
.共

Q

相
.手
方
と
し
て
貨
玉
を
有
す
る
多
數
の
_

31
:員
.が
相
對
立
す
る
。 

假
り
に
此
の
受
渡
玉
を
一
萬
株
と
す
今
此
の
際
買
方
侧
で
現
金
を
出
し
て
規
物
を
別
ぎ
取
ら
ぅ
と
す
る
數
撤
が
一
.
千

株

(

九
千
株
は 

繰
延
>

で
之
に
對
し
て
.賣
方
が
現
物
を
|̂

渡
さ
ぅ
と
す
る
數
1:

が
三
千
株(

七
千
株
を
繰
延)

と
す
る
時
は
此
の
差
の
：ニ
：千
株
は
代
行
機 

關
，が
代
つ
て
買
方
：の
爲
め
に
現
金
を
仕
拂
ひ
て
現
猶
を
1)
|

取
る
0.

で
あ
る
0
.

然
ら
ば
如
何
な
る乎
續
き
に
ょ
つ
：て
代
行
識
は
繰
延
を
なす
か
0

X
マ
之
を
取
京
採
式
取
引
所
に
就
い
て 

同
時
に
前
述
せ
る
如
く
短
期
取
引
員
の
受
渡
希
望
株
數
ぬ
巾
圯

_

め
切
り
、
之
：に
ょ
つ
て
取̂
所
は「

短
期
取
|̂

受
渡
明
紬
表」

を
銘 

柄
每
に
作
成
す

る
-.
o
:
此
の
表

で

菅

の
.各
銘
柄
の
受
渡
棵
の
過
不
足
數
貴
が
明
瞭
と
您
る
わ
け
で
あ
る
。

■

苦

し

此

際

竅

方

.：の

品

渡

し

を 

せ
ん
と
，す
る
株
數(

前
例
沧
三
千
株)

が
質
方
が
咧
取
ら
ん
と
ず
る
株
數

(

'前
例
で
ー
.
千
株)

ょ
り
多
き
羧
渡
株
：の
過9

は
代
^

纏

は
' 

整

取

邊

.と
し
允
取
.屮

所

紀

典

，の
：渡

株

過

剩

數

|1

と

同

一

數

箭

(

前

例

：
で

】

.一
千
株

〕

の「

バ

ィ

：
カ
ィ」

を

附

す

る

の

で
^

る

。

今

前

例

に 

顧
^

沾
终
取
：
引
'の
：解

剖

过

共

の

：
批
列
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ふ

if
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W
0
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o
o

i
s
o
o

則
ち
賢
方
の
1)
'
|
渡
す
株
數
の
.過
剩
ー1

千
株
に
對
.し

：
て

は

パ

イ

カ

イ

の

，
買

の

.一
一
千
株
が
相
對
し
て
ゐ
る
か
ら
、
パ
イ
カ
イ
を
忖
し
を
t
 

行
機
關
.が
之
を
引
池
:'
»
>
買

方

忙

典
.«

命
¥

渡
.せ
ば
賓
方
社̂

に
滿
^

を
#

可
く
、
バ
イ
カ
イ
の
齊
の
 

一i

千
株
は
其
の
簾
王
と
な
つ
て

漱
延
べ
.ら
れ
賃
方
の
繰
延
苯
に
相
對
す
る
こ
と
常
限
に
買
ひ
、
•
次
の
期
に
寶
り
て
繰
延
べ
る
歐
.洲
の
定
期
の
繰
延
と
異
な
る
所
は
な
い

の
で
あ
る
o 

:
:
、： 

.

.：、

ぐ
-

:

.

.

.

.

.
• 

. 

■

.

.

.
,「.

.，.: . 

.

.

.
‘

'

-

.

.
則
ち
代
行
儒
が
_
ら
金
を
出
し
て
現
株
を
別
取
る
こ
と
に
ょ
づ
て
、

i

菜
は
渡
株
過
剩
で
.あ
つ
た
に
も
.拘
は
.ら
'
ず

金

部

受

渡

を

な 

し

.

.
亦

皆

數

^
だ
け
の
初
を
.(
]
|渡
し
て
代
金
を
受
取0
圓
滿
.
に

受

渡

を

{
;
;
宁
 

の
で
あ
る
0
又
質
方
は
若
し
t
行

 ̂

關
が
調
節
作
川
を
;1
>
て
丧
れ
な
け
れ
ば
到̂

合
意
(0
.上
党
金
|̂
繰

延

を

行

ふ

こ

：
と

が

.

出
來
な
.か
つ
た
で
あ
：ら
芩
が
其
渡
蛛
過
剩
分
に

—

 

い
て
は
代
ぞ
^

^
が
貨
方
に
代
つ
て
受
波
を
爲
し
一
方
風»
常
數
货
の
賢
.玉
は
代
行
機
關
の
齊
と
し
て
：練
延
べ
ら
れ
る
か
ら
買
方
命
體 

の
繰
延
總
數
と
寶
逢
代
对
覺
關
の
資
を
含
む
墓
體
の
繰
延
盤
と
1

擻
■

銮

に
5

し

雙
.^
合
意
の
上
に
て
_
双
を
㈣
滑
に
遂

行
す
る
こ
^

が
3

^

る
：の
で
^

名

,°
:

'.
.
/\ 
.、：

パ
：

.

」

>

: 

ノ
：
.

■- 

.

，
之

と

反

對
.に
渡
抓
の
不
见
の：

場
合
即
ち
寶
方Q

;

受
渡
希
望
數
激
質
方
の
そ
れ
.に
及
め
ざ
る
時
は
特
免
取
引
員
た
る
代
行
機
關
は
其
の 

不

足
-#
#

^

佴

〕

#

-0
1
-肩
パ
イ
.

^

‘イ
じ
を
取
則
所
忙
付
/1
1

七
共
の
賣
に
對
1>

て
||
-
]意
せ
し
株
を
引
渡
し
代
金
を
. 一3ズ
取
妒
之
を
決
濟
し
、

. 

f

雜
玉
と
し
げ
典
猶
繰
诞
ベ
：ら
れ
結
饲
代
行
^

3

.の
調
節
作
相
に
ょ
や
て
'受

渡

は

圓

滿

に

行

は

る

、
と

同

時

に

繰

延

も

圆

滑

に

ー

了

は 

れ
負
方
繰
姻
虢
喇
擻
必
廣
方
繰
延
激
株
激
占
は
觉
冷
m〈

一.
致
ず
る0

;

舊

る

.？

.斯
の
_

く

も

て

短

期

取

引

の

.受

渡

及

繰

延

は

塞

圆

滿
 

「

谨

：■

札

急

舊

夕

蕩

の

蓬

ロ

に

：待
#

社

の
_

た

行

爲

を

代

別
|

ひ

質
^

短
.
^倘

餘
•

^

の
解
剖.

)
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^

め
批
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今

:
.

短
期
裳
_
引
の
愀
剖
寡
の
批
判 

一

八

(
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1
.
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場
合
の
行
爲
ぉ
代
渡
と
云
ひ
寶
方
比
代
っ
て
株
を
渡
じ
て
代
金
を
镇
る
の
で
あ
る
。

'

:

'

:
'

:

代
行
尻
0
:
:渡
株
ね
中
込
が
多
く
狀
引
機
關
が
代
引
し
た
時
は
一
舣
の
取
引
員
ぬ
る
寶
方
の
繰
延
主
は
そ
れ
丈
け
買
方
の
繰
延
玉
よ
”
 

も
減
じ
て
ゐ
る
か
ら
し
て
ノ
バ
ィ
カ
ィ
に
よ
り
代
对
會
社
が
代
：つ
て
同
數
*

の
8

を
し
て
ゐ
る
こ
と
に
な
つ
て
や
る
。
翌
日
尙
代
引 

を
す
れ
ば
代
行
機
關
の
i

:

玉
は
增
加
し
て
行
く
、’
：此
際
浩
し
代
渡
し
ず
れ
ば
そ
れ
丈
.け
減
ず
る
。
之
と
反
對
に
代
行
會
社
が
最
初
代 

渡
を
し
た
時
.は
賀
方
の
繰
延
玉
が
鹫
方
：の
夹
れ
よ
り
.そ
れ
丈
け
減
じ
て
ゐ
る
か
ら
、
へ
之
.に
對
し
て
は
代
行
機
關
の
買
癒
が
杯
相
し
て
ゐ 

る
。
か
.く
の
如
べ
代
行
機
關
の
蓮
玉(
繰
延
玉)

を
代
行
尻
と
稱
す
る
。
.從
つ
て
此
の
代
行
尻
に
は
代
';
1

尻
と
代
渡
尻
が
邗
冼
す
る

の
で 

あ
名
。
我
國
で
：は
价
衍
識
が
«

引
す
る
爲
に
な
.す
取
别
所
賓
買
'に
は
取
引
税
及
び
取
引
所
の
賢
貢
手
數
料
が
免
除
せ
.ら
れ

る
こ
と
と 

な
つ
.て
ゐ
る
;:
°

'

'

斯
.の
如
く
短
期
取
引
員
は
自
ら
受
渡
を
欲
.
'せ
ざ
る
時
は
當
然
彼
に
代
つ
.
.て
代
^

し
：.て

-<

れ
る
-̂

别
機
^

ガ
あ
.る
.

^
に

歐

米

の

.繰
延 

に
於
け
..る
が
如
く
自
ら
奔
走
し
て
笫
：ー
ー
ー
容
よ
り
株
を
借
り
又
は
资
金
を
借
り
入
れ
る
.必
要
ば
及
い
の
で
あ
る
。
尤
も
以
上
の
方
法
に
よ 

る
繰
‘延
は
最
長
：1.

ヶ
月
で
あ
つ
て
、

.
1

,
ヶ
月
因
迄
に
は
受
渡
を
な
す
か
又
は
反
，對
寶
賈
.を
し
て
相
殺
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
ヶ
月 

目
.に
於V

尙
繰
延
を
欲
す
れ
ば
自
己
の
名
に
於
て
バ
ィ
カ
ィ
を
附
す
れ
ば
よ
い
。
さ
す
れ
ば
一
方
は
繰
延
玉
に
對
す
る
反
對
寶
質
と
な 

つ
て
相
殺
せ
ら
れ
、
他
方
は
#

た
な
る
越
玉
と
し
て
更
に
繰
延
べ
る
こ
と
が
出
來
る
。
此
の
最
長
期
一
ヶ
月
の
計
弊
は
曆
に
よ
り
翌
月 

の
該
當
P

の
：前
日
迄
を
意
味
す
る
0

(
S

京
株
式
取
引
所
で
は
三
十
ロ
間
と
す)

繰

延

料

少

〕

。
短
期
淸
篼
取
引
の
大
部
分
は
繰
延
べ
ら
れ
る
こ
と
前
述
し
た
所
で
あ
る
。
沘
の
繰
延
に
は
、(

一〕

双
方
の
的
發
的

鼠

の
合
意
に
浓
考
繰
延
ら
ベ
れ
る
部
分(

尤
も
此
.の
場
合
で
も
僩
々
の
，
方
と
個
々
の
買
苁
と
の
遛
撳
交
渉
で
は
な
い
、
取
⑴
所
に
跫
虼 

.を
巾
I

ず
從
つ
て
.繰
延
の
耍
求
秦
做
さ
れ
る
賈
方
と
寶
方
の
對
當
f

$

と
、
Q

i

方
又
は
賈
方
何
づ
れ
か
一
方
の
繰
延
I

 

第
數
最
と
、
之
>に
鹰
ず
る
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
相
乎
方
に
代
つ
て
其
の
希
望
に
應
ず
る
爲
に
代
行
機
關
が
特
に
バ
ィ
カ
ィ
を
附
し
て
作
つ 

户
細
延
の
.罚
分
の
一
1
つ
ガ
ら
な
る
の
で
あ
^

。
則
ち
繰
延
を
希
望
す
る
賣
方
の
一
國
と
買
方
.

Q

 

.1

團
と
の
對
立
と
な
り
、
此
際
渡
株
過 

剩
の
時
は
代
行
i

は
繰
延
べ
ず
る
資
方
の
部
に
在
り
、
渡
株
不
足
の
時
.は
繰
延
す
る
質
方
：の
地
位
に
立
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
來
株 

蓮

務

規

程

は

繰

延

は

寶

方

及

び

癸

の

宴

に

依

る

を

孝

と
_

し
て
ゐ
る
が
、
此
§

繰
延
を.
要
求
す.
る
者
と
の
合
意
と
看
做
す
も
の.
で
あ
ら
ぅ
。(

第
六
十
八
條
の 
一a
o
何
づ
れ
に
し
て
繰
延
を
な
す
に
は
繰
延
時
の
授
受 

が
行
は
れ
る
こ
と
は
一
般
取
引
所
取
引
の
繰
延
と
何
等
異
な
る
所
は
な
い
。
則
ち
取
株
の
業
務
規
程
は
繰
延
を
な
す
場
合
に
は
取
引
所 

の
免
む
る
所
に
よ
り
繰
延
料
を
支
拂
ふ
可
き
if
を
宛
め
'.て
ゐ
る
け
れ
ど
も
' 
此
の
繰
延
料
が
取
-0
|
所
の
收
益
と
|.

も
の
：で
な
い
こ
と 

は
鸫
延
沪
の
怊
質
上
叫
^
で
あ
つ
て
、
則
ち
繰
延
者
と.
被
繰
延
者
と
の
間
1に
授
受
，せ
ら
れ
る
こ
と
論
を
俟
た
な
い

0
，質
方
が
寶
方
に
對 

し
て
支
拂
ふ
繰
延
料
を
順H

I

步
と
写
ひ
、
共
の
反
對
に
寶
方
が
！̂

に
對
し
て
仕
拂
ふ
を
逆
H
歩
と
云
ふ
こ
：と
又
—
般
取
則
所
の
通
則 

と
爽
な•
る
所
は
な
い
。
：
後
に
述
，ぶ
る
が
如
ぐ
我
國
の
鍵
期
取
則
で

‘は
渡
株
.C

O
啦
込
を
な
し
た
寶
方
'0
株
券
免
供
高
が
^
^
の
引
取
U
中 

达
高
ょ
け
も
多
き
時(

受
渡
株
^
剩
の
時)

は
順
日
歩.
と
な
り
、
之
と
反
對
の
場
合
則
ち
渡
株
不
足
の
時
は
^
日
步
と
な
る
の
で
あ
る
if
f 

レ
て_

過
剩
の
時
は
前
述
の.
如
く
代
行,

は
賣
方
の.
地
位
£ :
-¥-
つ
て
：ゐ
る
か
ら
：繰
延
を
：希
望
す
を
貢
方_
ょ
り
順
日
步
，を
受
け
る
0 

.
此
際
@

機
關
4
同
じ
地
位
に
：立
：ち
繰
延
を
な
し
て
ゐ
る
鹫
方
た
る
取
引
員
：が
、.
|
|̂̂
:
.;
日̂
步
：：を
受
脱
る
こ
：と
は
代
行
會
社
_と
何
等 

'V

輝
歡
算
収
引
、
解
剖V

其
の
批
判 

ニ
心
'

/'C.M

 
ニ1:

九)

j



'短
期
淸
算
ー
取
引

0-
:脱

剖

桌

：の
批
判
，

.

'

:
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.0f

l

l

H

s
 

興

な

：る

所

は
t

く
：
線
延
の
浊
質
上
當
然
の.こ
'と
で
あ
る
。
.
之
に
史
し
渡
椒
不
足
の
時
に
微
延
を
希
望
す
る
賣
方
一
に
對
當
す
る
買
方 

ょ
バV

、

力
“

を
付
け
た
代
行#
#.

と
ー
般
取
引
員0

贸
方
と
で
.あ
る
か
ら
：し
セ
、
賀
方
：た
る
；ー
.般
取
；引
員
は
代
行#

社
と
共
：に
逆1
1:歩 

(

貸
株
料〕

を
寶
方
か
ら
受
取
る
の.
で
あ
る
。

• 

. 

. 

. 
: 

•

H

決
定
。
取
引
所
は
證
券
：の
需
給Q

集
中
す
る
市
場
で
：あ
る
が
、
，後
に
說
明
す
る
如
ぐ
代
行
機
關
は
繰
延
せ
ん
と
す
る
賣
方 

と
方
の
欺
中
競
合
す
る
市
場
則
ち
繰
延
市
場
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
.則
ち
代
行
機
關
は
實
は
受
渡
玉
を
對
照
す
る
け
れ
ど
も
、
其 

の
反
而
は
自
己
の
手
許
に
集
つ
た
買
方
及
び
寶
方
の
.繰
延
玉
を
對
照
し
、
.-
而
し
て
後
に
其
の
差
に
對
し
て
は
自
ら
代
つ
て
其
の
繰
延
に 

應
中
，る
(0

で
|

:

0
則
ち
我
國
の
代
行
機
關
は
一
つ
の
繰
延
市
場
で
.I

か

ら

し

て

茲
に
競
食
紙
上
の)

の
結
果
は
繰
延
の
相
場
則
ち 

繰
延
料
が
制
定
せ
ら
れ
る
ゎ
け
_で
あ
る
。
而
し
て
此
の
繰
延
料
を
事
實
上
に
決
定
す
る
も
の
は
代
行
機
關
で
あ
る
。

.
短
期
取
引
凰
ば
铞
日
取
引
所
に
備
へ
て
あ
る
銘
柄
別
の
受
渡
申
込
用
紙
に
自
己
の(

一)

受
株
霞
若
く
は
渡
株
數(

一
一)

H

歩
に
關
す
る 

條
件
を
記
入
し
て
取
引
所
に
中
込
.む
も
か
で
あ
る
。
li
t

の
受
渡
株
の
申
赍
を
し
な
け
れ
ば
_

玉
全
^
が
繰
延
せ
ら
れ
る
も
の
と
看
做
さ 

れ
る
o

又
日
步
に
關
す
る
.條
仲
の
な
い
の
は
勿
論
無
條
件
で
あ
る
。
*

は
一
種
の
成
行
注
文
で
、
後
に
決
宛
せ
ら
れ
る
日
歩
の
高
如
何 

を
問
は
中
線
延
べ
ら
れ
る
もQ

で
あ
る
.。
日
步
に
關
す
る
條
件
と
一
其
ふ
の
は
次
の
如
き
こ
と
を
意
味
す
.る
o
.則
ち
浩
し
寶
方
が
渡
株
の 

中
佐
に
S

し
て
幾
何
の
口
步
な
れ
ば
渡
す
と
去
ふ
の
は
、
若
し
そ
れ
以
上
の
高
い
日
歩
な
.ら
ば
渡
さ
な
い
で
繰
延
べ
る(

即
ち
金
を
貸
し 

て
f

)

が
、
そ
れ
以
下
の
安
い
日
步
な
ら
ば
管
渡
す
則
ち
代
金
を
囊
す
る
の
意
味
で
I

又
貢
方
が
受
株
の
1

1

し
て
日 

涉
幾
錢
以
上
受
け
る
と
云
ふ
の
は
、
之
よ
り
高
.い
H

#

を
仕
挪
は
な
け
れ
杖
な
ら
％
の
な
..ら
代
金
を
仕
拂
つ
て
株
を
引
取
る

が
、
诺
h

之
以
下
の
安
い
1
=步
な
ら
ば
建
玉
を
典
儆
撒
延
べ
る
則
ち
金
を
借
り
.て
遛
く
0-

意
味
で
あ
る
0> 

前
述
の
如
く
受
，渡
希
望
：の
_

込
を
受
け
れ
ば
代
行
^

^

は
之
を
日
步
の
上
か
ら
無
條
仲
の
も
の
と
、
有
條
#

の
も
の
に
分
ち
先
づ
無 

條
仲
の
も
の
に
就
い
て
各
銘
抦
別
に
受
渡
過
不
足
の
高
を
計
尊
し
、
後
有
條
件
の
，も
の
を
考
慮
し
て
R

歩
を
決
宛
ず
る
こ
と
収
01

所
市 

場
で
先
づ
成
行
を
對
比
し
後
指
定
値
を
考
慮
し
て
相
場
を
制
定
す
る
と
：同
一
で
あ
る
。
而
も
此
ね
日
步
の
條
件
付
を
荷
す
る
場
合
は
巡 

だ
複
灕
を
極
め
る
か
ら
し
て
、
吾
人
は
先
づ
凡
て
無
條
件
の
場
合
を
想
定
し
て
其
の
一
列
を
見
や
ぅ
？

架
！：！

の

新

來

株

受

渡

中

込

高

,

:
渡

.,
'.

株

.

.

:

:

:

五
'0

〇

〇

株
;,
-

” 

. 

：.

.

'

.

.

■

:
受

.

.

株
-

,
'
-' 

:

ぐ

ハ 

I

 

,

:■
■
■
條
件
付
巾
込
.ナ
シ
：

. 

.
:

此
際
代
行
^

^

は
勿
論
受
株
不
龙
一
〇
〇
0'

株
を
代
()
1

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
9

此
0

爲
に
は
.十
株
に
#

き
千
三
亩
七
十
圆
の
资
金
.を 

必
要
と
す
る
。
若
し
！

H
I

圆
に
付
き一

ー：顧
の
日
步
な
れ
ば
十
.株
分
の
'日
步(

十
株
の
代
懷
の
日
步
.

)

は
約
:-
:

十
八
錢
と
な
る
0

そ
こ
.で
此
際 

他
に
特
別
の
.事

山

の

な

：い

最

も

單

純

な

場

合

を

想

梵

ず

れ

ば

代

行

會

社

は

順

日

歩

ー

，
ー
十
八

«

と
51
!

め

：
る0

，

然
る
に
若
し
此
際
前
邛
の
，代
行
尻
が
ニ
千
株
の
代
渡
な
れ
ば
當
日
.千
株
の
代
引
し
.て
も
差
引
普
^̂ 

- 

，
ら

逆

日

步

と

定

め

な

け

れ

ば

な

ち

ぬ
。
.尤
も
此
の
場
合
で
も
代
行
機
關
は
前
日
の
代
渡
し
に
ょ
つ
；て

袋

.を
#

て
ゐ
る
：か
.ら
此
.の
资
金 

:

短
.
期
：滞

算

取

01
•
の

解

剖

v

其

の

批

判 

, 

一
二 (

K

w'
y)



煺
烟
淌
笄
取
劭
の
辦
剖
义
典
_

批
判
ィ
：

:

ム

ニ

二

.

2

:

1

_

5
 

Q
.

銀蚊
！： I

步
を
得
れ
ば
足
る
.と
思
へ
ば
無〗 n

r

步
と
梵
め
石
こ
と
も
あ
ら
ぅ
タ
逆
日
'#

に
决
定
ず
'る
場
合
に
は
一
宛
の
德
準
が
な
へ
い
か
ら 

時
に
激
し
い
變
I

が
生
ず
る
。
例

C

ば
無
條
件
の
：受
拌
が
多
'<

、.
渡
し
方
に
は
.之
に
應
ず
る
實
株
を
所
有
せ
ず
、し
又
代
行
機
關
自
ら
も 

其
の
.株
.の
靖
^

な
く
、
.
之
.を
他
，か
ら
借
o
.
る
こ
.と
も
_/-
!
'來
な
け
れ
.は
、
.
'
.一

I

乂
方
に
.交
渉
し
' 

..:1
1

ハ.：の
^

望
す
，る
.
->
0
:り
の
.
.凉
い
逆
L

>̂

を
決
^
 

し
な
け
れ
ば
.̂

ら

な

い

。
へ

若

し

又

代

行

籠

が

他

か

ら

一

時

實

株

を

傥

り

て

來

て

渡

す

と

し

：
て

も

、

無

料

の

場

合

は

と

も

约

,'
之

に

對
 

し
て
品
借
料
を
壮
拂
ふ
占
す
れ
ば
其
め
料
金
高
に
從
つ
て
逆
日
步
を
狄
史
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

:

.

以
上
は
綵
延
料
に
關
す
る
條
仲
を
附
し
て
の
受
波
中
込
：の
金
然
な
い
韻
合
で
.あ
.る
が
、
蓝
し
此
の
條
件
を
附
し
た
巾
込
の
あ
る
場
合 

に
は
當
然
之
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
則
ち
先
づ
各
銘
柄
に
就
い
て
無
條
件
の
受
渡
し
希
望
の
，數
贽
を
對
比
し
て
受
渡
株
.の
過 

不
足
を
計
算
し
て
、
後
に
脔
方
か
ら
申
出
て
ゐ
る
條
件
則
ち「

繰
延
料
幾
錢
以
下
な
れ
ば
渡
す」

と
云
ふ
中
出
と
、
買
方
か
ら
の
條
件 

rl
l
Jち

「

繰
延
料
幾
錢
以
上
な
ら
.ば
受
け
る」

と
沄
ふ
申
出
を
考
慮
し
‘な
け
れ
ば
な
ら
な
いo

,

則
ち
代
行
機
關
の
決
-足
す
る
繰
延
料
が
此 

の
條
件
た
る
率
と
な
れ
ば
受
渡
株
が
そ
れ
丈
け
墦
加
し
て
く
る
の
で
あ
るC

.

從
つ
て
假
り
に「

繰
延
料
ーI

十
八
錢
以
下
渡
し
五
〇
〇」 

とI
K

ふ
の
が
あ
れ
ば
浩
し
繰
延
料
一
ー
十
八
錢
と
宛
め
た
時
は
無
條
件
の
：渡
株
の
外
に
7!
:

-;
0

〇
株
が
咐
加
す
可
く
、
又

「

繰
延
料
ー
一
十
八 

錢
以
上
受
け
ガ
〇
〇」

と
沄
ふ
の
が
あ
れ
ば
無
條
件
の
受
株
の
外
に
五
〇
o

丈
け
受
け
株
が
僧
加
す
る
の
で
^
-る
、
從
つ
て
此
稱
の
條 

件
付
殳
㈣

の
巾

込

が多
數
に
あ
り
、
r

n

l

o

m淡
の
條

件
が
そ
れ
ぞ
れ

;1
'
[
:
ハ
の
_

を
異
に
す
.る
場
合
に
は
繰
延
料
の
狄
究
は
非
常
な
る
极
雜 

を
極
め
る
，こ
と
は
容
n
勿
に
推
测
し
得
る
の
でI

一
 

之
を
說
明
す
る
こ
と
の
困
難
な
こ
と
は
取
引
所
相
場
の
決
宛
を
說
明
す
る
こ
と
の
困 

難
と
同
じ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
大
熘
の
原
則
を
云
へ
ば
、
無
.條
件
受
«

希
望
數
.の
み
に
て
考
爐
し
、
而
か
し
て
條
件
付
巾
込
の
门
步
め

關
係
し
て
來
な
い
範
阅
妁
.に
於
て
H

少
を
決
记
し
、
且
つ
代
行
機
關
が
之
に
よ
つ
.て
掼
失
を
受
け
ず
し
て
代
行
を
な
し
得
る
時
は
、
.其 

の
H

歩
を
以
つ
て常

：：：

の
繰
延=

：

步
と
し
て
公
宛
す
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
何
づ
れ
か
の
條
#
付
希
望
中
出
數
を
之
に
加
入
せ
し
め 

る
?:

と
に
よ
つ
て
圆
滑
に
受
渡
の
行
は
れ
，る
時
は
、
北
ハ
の
受
渡
株
中
に
入
れ
ら
る
可
き
巾
出
希
望
の
R

歩
が
滿
足
せ
ら
れ
る
範
閱
內
に 

於
て
、
而
も
そ
の
爲
に
そ
れ
以
外
の
も
の
の
1
=步
の
：條
件
に
關
係
し
て
來
な
い
點
に
決
宛
せ
ら
れ
る
(0

で
あ
る
。

：

斯
の
如
く
代
行
機
關
は
.繰
延
料
を
‘上
下
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
受
渡
株
を
銃
制
し(

尤
も
H

步
に
關
す
る
條
件
付
受
渡
中
入
の
あ
る
限 

ぎ
り〕

得
る
の
で
あ
る
が
、
;|
1

:
.0
:ロ
步
を
顺
逆
何
づ
れ
に
宛
め
る
場
合
で
も
、
代
行
■

は

必

ら

ず

步

を

受

け
取
る
地
位
を
自
ら
採
る 

こ
と
で
あ
る
。
則
ち順

：！：

歩
と
史
め
ら
れ
る
時
は
、
代
行
機
關
の
代
引
尻
の
あ
る
時
で
あ
る
。
又
逆
日
步
と
宛
め
ら
れ
る
時
は
典
の
代 

渡
尻
の
あ
る
時
：か
又
は
之
に
よ
つ
て
資
方
の
實
株
提
供
を
誘
致
し
受
渡
株
を
調
節
せ
し
め
得
る
場
合
で
あ
る
。

乘
#

0

斯
く
て
.繰
延
.べ
ら
れ
た
も
の
は
典
の
脔
賈
當
1
1:か
ら
一
ヶ
月
问
ま
で
の
內
に
递
非
受
渡
し
す
る
が
或
は
汉
對
喪
買
を
し
て
決 

濟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
O
V :1

ヶ
=

^

に
到
つ
て
侦
寶
質
關
係
を
持
續
せ
ん
と
欲
.す
る
も
(0
:は
バ

：
ィ

ヵ

ィ

を

附

け

出

し

て

乘

替

を

行

へ

_ば 

页

に

1

ゲ
月
以C

の
繰
延
を
經
續
し
得
るQ

で
あ
る
。

<

-

.
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•
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.

パ

..

以
上
を
以
^

て
見
れ
ば
短
期
淸
箅
取
引
の
代
行
機
關
は
左
の
三
0

の
_職
菔
を
有
す
る
も
'の
：
で

あ

る
”

.

.:

'>
ハ
\
:
ノ 

.

-

.
M
.
.
1

-

)

，
繰

延

市

場

'
:';
r
 

-

.

-

V
 

I

:

-

-

■
ノ 

(

ブ
1)

繰
延
料
0

制
觉
從
つ
て
又
'之
：に
よ
：る
受 

：
；

ノ

'

:

■

輝

期

猎

錄

戕

戕

；の
：鳅

剖

：せ

卉

の

她

判

：

-

■ 

•
- 

- 

-
 

0

,
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1
:
5

三
'

)

,
. 
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.

.

.

.

.
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.

.
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.

.

.
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1

期

辟

猝

取

引

；
の
解
剖
ヒ
其

.办

批

判

• 

I

s

:o
H

:
pq

四
：>

.

■

'
:
(
n
D
:

受
_

,

の
：適

不

足

あ

る

時

に

：
は

^

.

.

■

.

.

勿

論C
I
O

及

：
び

'

(一

 

一

0

は
繰
延
に
直
接
關
係
す
る
こ
と
で
法
律
上
は
取
W

所
の
業
務
に
屬
す
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
特
に
受
渡
株
の
中
出 

は
取
^

所
に
巾
齿
す
る
が
ら
し
て
取
⑴
所
其
物
が
繰
延
市
場
で
あ
义
又
級
延
料
は
取
⑴
所
の
代
表
者
’
取
引
員
組
合
及
び
代
行
機
關
の 

三
者
が
合
議
の
上
決
定
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
て
も
、
*

際
の
運
用
セ
は
代
行
機
關
が
之
を
が
し
て
ゐ
る
と
見
て
盖
し
支
へ
な
い
の
で 

:

あ

る

：。
：
只

之

を

本

來

の

取

引

所

制

度

又

歐

米

の

實

際

か

ら

一

！

f

へ
ば(

.
1
〕

の
繰
延
市
場
は
取
引
所
の
場
内(

及
び
場
外
5

に
、0

一)

の
繰 

延
料
は
繰
延
.市
場
の
自
5

競
爭
.に
：ょ
グ
.決

：
せ
ー
ら
れ
：
る

の

.で
あ
る
が
、'
而
も
_

國
.で

は

之

が

代

行

機

關

：の

铳

制

下

に

あ

.苓
 

が
其
の
本
來Q

職
能
た
るC

1
5
:

の
代
行
業
務
を
：我
國
で
行
，ふ
場
合
に
.巳
む
を
得
ず
起
つ
た
現
象
で
あ
'る
。

'
:
•
•

:

何
づ
れ
に
し
て
も
代
行
機
關
本
來
の
業
務
.は
經
濟
上
か
ら
見
れ
ば
.
一
ら
：の
信
■

業
務
で
あ
る
：。
：現
物
を
引
渡
す
こ
と
を
得
ざ
る
§

 

に
對
し
て
は
彼
に
ft

つ
て
現
物
を
渡
し
、
典
の
，現
物
は
彼
1C
.對
す
名：

貸
と
し
、
又
代
金
を
仕
拂
ふ
.と
と
を
得
ざ
る
贸
方
r

對

し

て

.
は

代

:

つ
て
代
f

s

ひ
、
I

I

は

資

對

す

裏

i

す
。
I

具

し

^

^

^

利
子
を
受
取
.る
。
又
代
つ
：て
金
を
仕
拂
づ
た
場
合
に
は

其
.の

檐
双
と
し
て
借
主
た
る
質
方
が
之
に
對
し
て
受
取
る
證
券
を
商
ち
保
有
し 

て
其
の
侦
權
の
櫞
保
と
な
す
。
又
品
物
を
代
つ
て
渡
し
允
場
合
に
は
其
の
、代
金
を
自
ら
愛
取
り
、
之
を
以
つ
：て
共
の
貸
與
し
た
株
淥
の 

'見
返
り
と
し
.て
確
保
し
て
ゐ
る
'
の
で
あ
：る
0
.
か
か
る
信
用
業
務
を
行
ふ
.代

行

機

關

が

自

ら

之

に

必

要

な

る

運

)]
]

資

產

を

必

耍

と

す

る

こ
 

と
.は
常
然
で
あ
つ
て
又
自
己
.の
資
產
丈
け
で
不
足
す
る
場
合
に
は
一
般
市
場
か
ら
其
の
必
要
と
す
る
資
金
又
は
現
物
を
借
り
て
來
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
そ
れ
丈
け
一
般
金
融
市
場
に
對
し
て
信
用
：あ
る
も
.
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
.な
.い
の
で
，あ
る
。

.

の
如
く
代
行
機
關
は
信
用
業
務
を
行
ひ
、
之
に
對
し
て
‘
日

步

又

は

逆
：！！

歩

を

受

け

て

ゐ
.る
一
.
っ
の
經
營
で
あ
っ
て>
 

之

を

.企

業

と

.

.

.

.

.

.

.

.

し

て

經

營

す

る

こ

と

も

る

：わ
け
で
あ
る
。
，然
ら
ば
代
行
業
務
は
如
何
に
し
て
典
の
|運
川
資
金
を
調
達
し
又
何
人
が
之
を
行
ふ
か
0 

則
ち
荅
人
は
我
國
の
代
行
黯
の
組
，織
問
題
に
觸
れ
て
く
る
。

：

(

一
誠
立
の
株
式
會
社
？
代
行
機
關
が
自
ら
資
金
を
必
耍
と
し
、
且
っ
北
ハ
の
業
務
を
營
業
と
し
て
行
ふ
以
上
は
當
然
獨
立
の
株
式
齡 

社
を
し
て
之
を
行
は
し
め
る
と
と
が
出
來
る
。
現
に
來
京
株
式
取
咧
所
.に
は
來
株
代
行
株
式
會
社
な
る
资
本
余
豐
千
萬
圆

(

拂
込

叫
否 

萬
_)

の
特
別
の
.株
式#

社
が
あ
っ
て
、
來
株
の
短
期
淸
弊
取
⑴

の
代
行
を
以
っ
て
其
の
營
業
と
な

‘し
て
ゐ
る
。
又
火
阪
株
洗
取
引
所
. 

で
は
代
行
に
必
要
な
る
手
f

し
て
の
パィ
ヵ
ィ
ぽ
特
宛
の
一
取
⑴
員
の
名
を
以
っ
て
し
て
ゐ
る
が
、實
際
上
の
れ-f
t

は
日
本
信
託
株

式
會
社
が
營
業
と
し
て
之
を
行
つ
て
ゐ
るO

 

:

:

•
. 

:

(

ニ〕

取
咧
«

龃
合
後
に
說
明
す
る
や
ぅ
に
我
國
の
代
行
機
關
は
短
期
取
咧
员
全
體
の
爲
に
其
の
代
行
を
行
ふ
も
の
で
あ
り
、
且
っ 

之
を
營
業
と
し
て
行
ひ
#

る
性
質
の
も
の
.
で
あ
る
以
上
は
共
同
飢
合
の
形
式
の
卞
に
之
を
行
ひ
得
名
0

で
あ
る
。
M

ち
束
都
、
神
戸
、 

廣
岛
、
博
多
;:
'
>長
崎
、
新
揭
及
び
長
岡
等
の
取
^

所
の
短
期
淸
尊
取
^

で
は
短
期
取
引
员
11

合
其
客
が
代
行
業
務
を
行
っ
.
て
、ゐ

る

。

則
 

ち
_

ら
0

资
產
で
代
行
を
な
し
て
ゐ
る
？
但
し
バ
ィ
^

ィ
：
を

附

す

る
.必

耍
^

取

引

所

の

，
手

續

は

特

定

2

取

*]
|

員

の

名

を

以

っ

て

し

て
 

ゐ
る
。
.

:
へ

':
.
べ

ー

(

一一一.

)

«

式
#

社
取
引
所
：：
株
式
會
社
取
*1
|

所
は
£
!
1ら
資
產
信
_

を
有
す
.る
：か
.ら

し

て

短

期

取

引

の

代

行

も

自

ら

な

し

糌

歎

：い

の

で

.は 

な
s

o

然
る
に
代
行
業
務
：は
取
*]
|

所
が
，之
.を
行
へ
ば
典
ぬ
附
屬
業
務
と
：見
ら
れ
る
も
の
.で
あ
る
が
、
，
我
_

の
取
引
所
法
第
八
倏
は
擗
償

:

短
：期
倚
.算
取
、钔
ぬ
解
剖V

其
め
.批
：
，

\ 

;
 

ニ

豇

(

1

|
四
7,
-
ソ
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:

短
期
渖
.箅
诹
0*
|

の_

剖
^

丼
の
.批

御

/ 

, 

ニ

六

。
ー.
|
四
六)

V 

.

の
資
忙
往
ず
る
株
式
#
社
飢
織
取
'0
|

所
の
附
帶
粱
務
：に
對
し
て
.制
限
を
加
へ
.て
ゐ
る.

Q

で
あ
る
。
ハ1)

獍
っ
て
長
⑽
^

笕
取
^

の
寶
賈 

を
撙
保
す
る
我
國
ー
般
の
株
式
取
引
所
は
、'
顧
期
取
^

の
：代

衍

業

務

を

營

む

.こ
：と
を
#

な
い
の
で
あ
る
。：

赚
名
十
U

M
株
式
取
引
所
で
は 

昭
和
四
竿
取
引
所
取
引
の
擔
保
制
度
を
廢
.I
I
:し
た
爲
に
從
來
短
期
取
引
の
代
行
を
營
ん
で
ゐ
た
名
株
代
行
株
式
#
社
の
代
行
業
務
を
賀 

收
し
爾
後
株
武
者
社
名
杏
屋
株
式
取
引
所
向
ら
が
代
行
業
務
を
行
ふ
こ
と
と
な
つ
た
。
、併
か
し
取
|̂

所

自

ら

が

寶

資

の

中

；
體

と

な

つ

て
 

V

イ
ヵ
イ
を
附
け
る
と
と
が
出
來
な
い
か
ら
、
受
渡
：

Q
:

ー
 

致
し
な
い
部
分
に
對
し
て
は
取
⑴
所
が
代
金
又
は
株
式
を
貸
付
け
た
關
係
と 

な
し
て
®

く
？
則
ち
バ
イ
ヵ
イ
は
經
濟
上
の
货
借
を
寶
賈
の
形
式
で
處
理
す
る
が
、
名十：！

屋
株
式
取
引
所
の
代
行
は
形
式
も
亦
貸
借
の 

形
式
で
處
现
す
る
の
で
あ
る
o

'

'■
. 

.

.

(

丨〕

取
引
所
法
奶
八
條
に
日
く
フ
取
引
所
は
政
府
の
認
付
を
受
け
取
引
所
の
賣
贸
取
引
に
附
帶
す
る
業
務
を
營
む
こ
^

を
#

。

^〗

.

™

^

®
 

規
宛
に
ょ
り
，赔
M

Q
货
に
任
ず
る
梂
式
食
社
糾
織
の
取
引
所
は
倉
跟
を
除
く
の
外
前
碩
の
業
務
を
營
む
こ
^
を
得
ず
但
し
物
件
乂
は
銘
柄 

の
ー
部
に
付
賠
償
の
责
に
任
ぜ
ざ
る
場
合
に
於
て
其
の
ー
部
に
付
て
は
此
の
阪
に
非
す
。

•

代
行
#

社
の
顧
濟
_

代
行
機
關
は(

一

式

#

社
ハ
ー
じ
取
⑴
員
飢
合
又
は
つ
己
取
引
所
自
ら
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。(

一)

と(

三)

は 

株
式
#

社
が
營
業
と
し
て
代
行
業
務
を
行
ふ
こ
と
で
あ
り
、(

二)
の
方
法
は
取
引
員
i

ら
が
共
同
龃
合
の
事
業
と
し
て
代
行
業
務
を
行 

ふ
こ
と
で
.あ
る
。
代
行
業
務
に
多
大
の
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
株
式
會
社
に
ょ
っ
て
資
金
を
蒐
集
す
る
を
便
利
と
す
可
く
、
特 

に
外
來
资
金
を
利
圯
す
る
必
耍
上
一
般
市
場
に
资
金
又
は
株
式
を
求
め
る
場
合
に
は
株
式
#
社
の
名
に
於
て
す
る
方
が
信
用
大
で
あ
っ 

て
、
從
っ
て
布
利
に
又
落
易
に
之
を
得
る
こ
と
が
川
來
る
で
あ
ら
ぅ
。

然
ら
ば
代
行
舍
社
は
如
何
に
し
て
共
の
營
業
收
益
を
靡
ぐ
る
か
と
一K

ふ
と
、

第

一：
、
繰
延
科
則
.ち
1
1
1步
を
#

る
こ
と
が
出
來
る
0
前
に
述
べ
た
や
ぅ
に
代
行
會
社
は
受
渡
の
差
を
代
行
す
る
場
合
に
は
资
金
を
立 

て
#

へ
て
も(

H

歩)

叉
株
式
を
代
渡
し
て
も(

逆
：：：

步)

、
常
に
日
歩
叉
は
逆
日
步
の
形
式
で
收
入
を
得
る
。

;
■

笫
ニ
、
代
行
手
數
料
-

代

行

會

社

は

短

期

取

⑴

员

組

合

の

袭

任

を

受

け

て

代

行

業

務

を

行

つ

て

ゐ

る

の

セ

あ

る

か

ら

、

;!
]
:
ハ
の
報
酬
と 

し
て
同
組
合
ょ
り
.I

记
の
手
數
料
を
受
け
て
ゐ
る
。
則
ち
來
株
代
行
株
式
會
社
は
短
期
取
“

員
飢
合
か
ら
其
の
寶
貨
高
に
對
し1

株
に 

付
四
厘
の
代
行
手
數
料
を
受
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

以

上

の

一

一

つ

の

收

入

は

代

行

龠

社

が

a
)

其
の
，资
鹿
の
利
用
に
對
し
て
、
0
 

一
.
}
丼

の

代

行

の

サ
ー
ヴ

ィ
ス
に
對
し
て
、取
⑴
員
及
び 

取
引
員
||
1

合
か
ら
受
け
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
取
引
员
飢
合
が
代
行
業
務
を
行
ふ
時
は
回
ら
资
產
を
必
耍
と
し
、
又
手
數
を
要
す
る
代 

は
り
に
、
以
上
_の
收
入
は
其
の
11

合
の
收
入
と
な
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
、
代
行
業
務
は
信
)-
1
]業
務
で
あ
る
。
代
行
會
社
が
取
0*
1

1

に
對 

し
て
與
ふ
る
信
州
に
は
泡
險
は
な
い
も
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
此
0

點
か
ら
觅
る
と
代
行
#

社
の
.信
圯
業
務
は
特
別
撳
保
と
1

般
的
檐
保
の 

ニ
つ
に
ょ
つ
て
保
證
せ
ら
れ
て
ゐ
るC

'
.

.

先
づ
其
の
特
別
擔
保
に
就
い
て
鬼
る
と
代
行
會
社
は
、
現
物
を
受
け
み
こ
と
の
出
來
な
い
買
方
：に
對
し
て
は
資
金
を
貸
與
す
る
け
れ 

ど
も
；'

之
に
對
し
て
は
其
賈
方
：の
受
取
る
可
き
株
式
を
其
の
#

保
と
し
て
保
有
し
て
ゐ
る
の
で
、
則
ち
此
點
は
經
濟
上
で
は
株
式
金
融 

に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
り
叉
瑰
株
を
提
佻
し
#

ざ
る
^

^

に
_

し
て
株
式
を
貨
與
す
る
が
、.
そ
れ
に
對
し
て
は
そ
の
代
金
を
見
返
り 

と
し
.て
保
布
し
て
ゐ
る
の
'
で
あ
る
。
即
ち
何
づ
れ：

の
，場
合
で
も
见
返
り
を
保
荷
し
て
ゐ
：る
の
で
あ
る
。
只
此
の
際
代
行
會
社
の
貸
與
し 

■た
る
资
金
又
は
株
式
と
其
の
見
返
'
へ
：ゎ
ば
株
式
の
時
愤
：

一

杯
の
.金
融
で
、
其
の
間
に
頭
金
が
：な
い
_
Q
で
、
：そ
れ
丈
け
採
式
金
融
と
し
て 

'
知
期
海
第
取s

の
僻
剖V

其
：の

批

判

•

ニ
七
，

u

l

I'
q

i



.
紐
期
沿
鉻
取
引
の
解
剖
^
-其
の
批
判
：
'

.
 

ニ
：八
.

：

(

：ニ
四
八〕

は
不
安
が
あ
る
と
海
へ
^

れ
る
？
.則

ち

代

愤

が

：少

ゼ

で

：
も

變

動

す

れ

ば

其

の

見

返

：り

の

#

#

が
：貸
與
し
た
も
の
(0

倩
値
ょ
り
も
下
鞘
と 

な
る
危
險
が
あ
名
o
:け
：れ
ど
も
此
の
危
險
ば
代
衍
會
徽
CD

行
ふ
代
背
が
經
濟
上
で
雜
式
金
.融
で
あ
る
け
れ
ど
も
1
 

の
形
式
を
取
る
こ
と
:̂
-

ょ
づ
て
避
け
ら
,

て
ゐ
る
の
で
あ
る
;°

則
ち
前
に
述
-<

た
や
ぅ
ic
fc
-

れ
會
社
の
：代
11
.は
バ.：

ィ
カ
ィ
を
附
す
る
こ 

と
に
ょ
っ
て
行
は
れ
る
こ
と
之
で
あ
.る
？
從
っ
.セ
代
行
會
社
が
代
行
の
^

に
す
る
寶
建
に
對
し
て
は
必
ら
ず
同
値
の
質
建
が
存
在
し
つ 

又
代
行
の
.爲

め

め

買

建

择

て

は

同

攸
£

興
速
を
置
く
の
：で

あ

る
;'
:
0其
の
結
艰
は
掛
繫
の
职
則
に
ょ
っ
て
相
場
變
動
の
：位
險
は
杂
然
防 

fh

し
得
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
*

の
相
乎
方
た
る
取
引
員
が
違
約
し
な
.い
'限
ぎ
り
_

場
變
1)

の
^

險
は
な
い
わ
け
で
I

O

.
從
っ 

て
典
の
危
險
の
瑕
度
は
代
行
を
依
賴
す
る
取
|̂
:所
取
引
員
の
：售
用
並
び
に
取
引
方
法
如
何
に
ょ
る
の
で
あ
‘る
。
從
っ
て
取
爿
所
の
短
期 

取
引
が
安
全
で
あ
る
限
ぎ
り
危
險
は
な
い
_わ
け
で
あ
る
。
：則
ち
一
般
的
檐
保
の
問
題
と
友
る
の
：で
あ
る
。

.:

短
期
取
引
.に
對
し
て
は
我
國
：の
株
式
組
織
取
引
所
は
賠
償
の
責
匕
任
じ
な
い
か
あ
し
て
共
の
短
期
取
⑴
は
長
期
取
⑴
ほ
ど
安
佥
な
も 

の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
短
期
取
^

に
對
し
て
は
取
⑴
員
員
八
ロ
の
共
㈣

罾
保
の
矹
ぼ
が
あ
っ
て
、
m

rj
l

m
Il

合
で
は
絕
ぇ
ず
共
同
橫
立 

金
を
な
し
て
、
共
同
：に
短
期
取
引
を
擔
保
せ
ん
と
し
っ
っ
あ
る
か
ら
し
て
、
：今
後
此
の
共
同
嵇
立
金
の
增
加
す
る
に
伴
ひ
其
の
取
0*
1

所 

.
の
短
期
取
引
は
安
全
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
'
之
に
加
ふ
る
.に
我
國
の
短
期
取
引
で
は
华
一
帳
入
値
段
制(

値
洗
制)

を
採
用
し
て
ゐ
る
か 

ら
し
.て
、
每
日
相
場
の
變
動
す
る
毎
に
與
( 0

損
方
ょ
り
差
金
を
微
收
し
て
ゐ
る
。
從
っ
て
そ
れ

丈

け
/^
險

を

早

く

防

止

し

得

る

こ

と

と
 

、な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
此
點
は
長
期
取
引
ょ
り
も
確
實
な
る
取
引
方
法
を
採
用
し
セ
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。

代
行
會
社
は
每
日
受
渡
中
出
高
の
差
を
自
ら
代
引
し
、
又
は
代
渡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
し
て
、
そ
れ
丈
け
の
資
金
及
び
株
券

I

を
所
布
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
日
々
の
寶
買
高
多
く
し
て
自
己
，の
资
產
丈
け
で
代
行
し
得
な
い
時
に
.は
ー
般 

.市
場
か
ら
資
金
又
は
株
式
の
供
給
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
此
點
か
ら
短
期
取
引
と

一
般
金
融
市
場
と
の
交
渉
が
坐
じ 

て
來
る
の
.
で
あ
る
'。
此
爲
に
來
株
代
行
株
式
會
社
で
は一

1

三
の
銀
行
と
特
別
の
取
引
關
係
を
持
續
し
て
居
る
。
又
大
阪
株
式
取
引
所Q

 

代
行
業
務
を
營
む
.日
本
信
託
會
社
で：

は
甞
て
我
國
の
贸
易
決
濟
に
利
用
せ
ら
れ
た
ス
タ
ン
ブ
付
手
形
の
.制
度
を
風
似
特
別
の
金
融
方
法 

を
齔
じ
て
ゐ
る
？
則
ち
日
本
信
託
會
社
が
代
行
の
爲
め
.に
資
金
を
％
要
と
す
る
場
合
に
は
手
形
を
.振
出
し
、
其
の
手
形
に
大
阪
株
式
取 

引
所
が
ス
タ
ン
プ
を
押
擦
す
る
こ
と
'に

ょ

つ

て

其

の

乎

形

偾

務

，を

保

證

す

る

こ

と

と

な

'
.つ
て
ゐ
る
0

か
く
て
此
の
m

本
信
託
銀
行
の
振
. 

出
す
手
形
は
大
阪
株
式
取
引
所
と 
一

K

ふ
大
株
式
#

社
の
保
證
を
得
る
か
ら
し
て
興
の
信
用
--

磨
確
實
と
な
り
> 

之
に
ょ
つ
て
市
中
の
銀 

疔
か
ら
容
易
に
資
金
を
得
る
こ
と
に
努
め
て
ゐ
：る
P
:

.

五 

:
ノ J

 

—

,

以
上
.我
國
の
短
期
淸
弊
取
W

を
硏
究
し
て
來
た
菩
人
は
、
，
之
を
紐
育
：の
i

取
.引
及
び
之
を
可
能
な
ら
し
め
て
ゐ
る
同
國
の
株
式
金 

融
並
び
に
巴
银
其
他
の
歐
洲
0

株
式
市
場
の
繰
延
及
び
棘
戎
金
融
と
.比
較
し
て
典
ぬ
間
に
非
常
な
る
差
異
の
存
す
る
を
認
め
ざ
る
を
得 

な
い
の
：で
あ
る
o
'今
其
の
：主
な
る
點
を
指
摘
し
て
見
や
ぅ
O 

V

.

,

■'(

ー)

ぺ
：短
期
淸
笕
取
引
の
繰
延
ば
其
0'

爲

め

：
に

特

設

せ
'ら

，れ

た

特

別

の

，機

關

；に

ょ

づ

.て

行

：は

れ

で

決

濟

期

：に

現

物

の

受

渡

&

な

し

#:
-
な

：い

取'1
|

所

取

引

：人

は

各

_

自

ら

良

已

0

爲

め

：
に

代

行

，し

て

く

れ

'る
第
三
者
を
求
め
な
け
.れ
ば
な 

ら
ぬ
0
;亦
く
て
代
行
せ
ん
と
す
る
多
數
0;

第
ー
.
1著

と

代

行

を

求

め

る

多

數

：の

^

と
.の
.間

に
_

.
紐

如

倚

算.取

引

の

解

剖

w

其

の

批

判;

:

.

ニ

九

2

S

S

|



'短
'期

砑

算

抿'引

の

解

剖

品

め

批

判

H

o

(

ニ

艽
0

>
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.
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'

ち
そ
れ
は
一
而
か
ら
見
れ
ば
株
式
金
融
の
市
場
で
あ
る
ァ
而
し
て
此
の
繰
延
市
場
は
取
“
所
の
權
内
に
特
宠
の
市
場
を
設
け
る
も
の
も 

あ
れ
ば
、
.
之
と
共
に
命
場
外
に
於
て
各
銀
行
羿
他
0

金
融
業
渚
の
個
々
に
就
い
て
交
渉
を
進
：め
る
こ
と
と
な
っ
.
て
ゐ
る
。
兹
に
株
式
市 

場
と
金
；！
^

場
と
の
接
觸
と
交
渉
を
生
じ
、
兩
者
は
"融
合
し
て
一
っ
の
市
場
を
な
し
、
加
く
て
_

市
場
が
太
な
る
金
融
市
場
の
闪
に 

編
み
^

ま
れ
る
の
で
あ
.
.る
。 

. 

,

. 

.

然
る
に
.我
國
で
は
株
式
金
融
が
發
速
：し
て
ゐ
故
5
0 

.否
銀
行
は
株
式
市
場
：に
資
金
を
投
ず
る
こ
と
に
對
し
て
今
H

尙
彼
だ
し
い
不
安 

.

:

を
感
じ
て
ゐ
る
、.
此
點
は
巴
犯
や
細
宵
の
銀
行
が
株
式
金
.融
を
以
つ
て
最
も
安
全
権
實
な
る
投
資
と
な
す
の
と
雲
泥
の
相
違
が
あ
る
、 

他
方
に
於
て
又
我
國
に
は
尙
浮
動
株
が
彼
だ
少
な
.い
こ
と
は
株
式
金
融
の
不
安
な
感
と
相
俟
っ
て
株
翁
を
貸
與
せ
ん
と
す
る
も
の
が
少 

.

な
い
。
換
言
す
れ
ば
株
式
金
■

市
場
に
於
け
る
佻
給
が
少
な
い
。
此
等
の
都
情
の
爲
に
取
引
員
が
受
渡
に
必
：要
な
资
金
及
び
株
卷
を
®
 

ら
.1

般
市
場
に
求
め
る
こ
と
は
#

易
で
.な
い
。
.
而
も
^

H

決
濟
の
短
期
淸
笕
取
引
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
は
*

金
及
び
株
#
を
贷
與
す 

'る

人

々

の

#

^

を

必

^

.と
ず
る
。
茲
の
矛
质
を
解
決
す
る
爲
に
此
の
受
渡
を
一
手
に
引
き
受
けV

代
行
す
る
特
別
な
麻
門
の
代
行
機
關 

を
.必
要
と
す
る
に
到
'つ
た
の
で
あ
る
。
旣
に
か
か
る
趣
^

か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
，か
ら
し
て
、
此
の
代
行
機
關
は
賣
方
に
對
し
て
も
又 

買
方
.に
對
し
.て
も
其
の
必
要
に
應
じ
、
又
必
勝
な
數
摄
を
無
條
仲
に
代
行
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
此
點
は
投
機
^

が
畏
趴
淸
箅
取
1̂ 

忙
於
て
受
渡
期
が
提
期
で
其
の
間
忆
何
等
決
濟
'の
心
配
の
な
い
の
と
金
く
同
じ
な
.の
で
あ
る
0

金
く
世
界
に
類
例
の
な
い

一
秫
特
別
の 

.、•

式金
：！

機
關
で
あ
る
。

'

(

ニ)

代
行
會
社
が
代
行
す
る
の
は
取
|̂

員
祖
合
の
委
託
を
受
け
て
ゃ
る
の
で
ぁ
る
0

同
時
に
琪
實
代
行
す
る
場
合
に
.も
特
记
の
個

入
の
爲
に
代
行
ず
る
と
と
と
，は
な
ら
な
い
0■•

例
：へ
ば
今
假
り
に
寶
方
.

Q

受
渡
希
望
四
午
称
で
繰
延
希
望
六
千
株
と
す
る
。
之
に
對
し
て 

賈
方
わ
受
渡
希
望
ニ
千
株
で
繰
延
希
望
八
千
株
.と
す
る
時
は
典
差
ニ
千
株
に
對
し
て
は
代
馨
社
が
質
方
に
代
つ
：て
引
取
つ
て
や
ら
な 

.け
れ
ば
な
ら
.な

い

.0

勿
論
此
際
代
行
#

社

は

一

ー

千

株

の

バ

ィ

ヵ

ィ

を

附

け

て

取

1̂

る
の
で
あ
.る
が
、
經
濟
上
で
は
繰
延
を
希
望
す
る
八 

千
株
の
述
玉
，を
布
す
る
人
の
：鴆
め
に
之
を
な
す
の
で
あ
る
0

而
も
此
0

內
六
千
株
は
合
意
.で
繰
延
べ
ら
れ
る
の
；で
、：

代
行
#
社
の
代
行 

は

其

の

殘

り

：の

1

一
千
株
で
あ
る
。
此
際
此
の
代
行
會
妣
の
代
行
す
るU

千
株
が
八
千
株
の
杓
の
侗
づ
れ
の1

1

千
株
則
ち
誰
れ
の
爲
め
に 

之
を
な
す
の
か
明
^

で
•

な
い
。
强
い
て
沄
へ
ば
八
千
株
の
線
延
玉
を
荷
す
る
M

方
全
體
の
爲
に
代
行
.し
た
と
茨
ふ
の
外
な
い
の
で
あ
る
o 

換
言
す
れ
ば
全
く
集
團
的
現
象
で
あ
つ
て
、
此
點
に
も
我
國
の
宛
期
取
旧
や
競
寶
買
の
特
微
が
明
確
に
表
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o 

0

5

短
期
淸
览
取
引
の
繰
延
は
外
ti

の
繰
延
に
.
.比
し
へ一

曆
間
i

で
あ
る
。
歐
ゑ
㈱

に
紐
育
で
は
繰
延
を
#
望
す
る
公
衆
の
爲
に 

仲
賈
人
が
直
接
に
.證
淥
な
^

又
资
金
を
一
：般
市
場
に
泶
め
る
：の
で
あ
る
が
、
短
期
取
引
で
は
繰
延
を
希
望
す
る
委
託
盏
た
る
公
衆
の
爲 

に
取
⑴
員
が
而
し
て
共
の
取
⑴
員
の
爲
め
に
11

に
れ
れ
#

»:

が
介
在
し
て
自
己
の
資
産
で
不
足
：の
分
は
之
を
一
般
市
場
に
，求
め
る
こ
と 

と
な
る
。
此
故
に
短
期
市
場
も
代
行
會
社
の
资
產
が
寶
賈
高
に
對
し
て
不
足
す
る
限
ぎ
り
代
行
會
社
を
經
て一

般
金
.融
市
場
と
の
接
觸 

が
生
ず
る
こ
と
と
な
‘る
の
.
で
あ
る
o
從
.つ
て
繰
延
料
も
共
の
限
度
'に
於
て
一
般
市
場
の
利
率
の
影
響
を
受
く
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
斯
の 

如
く
短
屻
取
^

市
場
に
一
づ
の
.機
關
が
介
在
し
て
其
の
取
引
連
鎖
を
：延
萇
す
る
限
ぎ
り
、
此
：の
機
關
を
維
持
す
る
の
費
用
は
一
般
^
双 

-
0

負
擔
と
な
り
V
そ
れ
丈
け
資
質
の
社
#
.
的
赀
;!
]

を
大
な
ら
し
め
る
：も
の
で
あ
る
:0

か
.の
代
行
手
數
料
の
如
き
芷
に
典
の1

例
で
あ
る
。 

.ン
'
.

(

四)

：
操
延
.の
乎
續
及
び
形
式
か
ら
見
れ
ば
、
.

(

：1,)

代

行

會

社

が

バ

ィ

ヵ

ィ

|:
-
附
す
る
方
法
は
歐
.

諸
國
00
-

51
£

期

取

引

の「

市
場
に 

'

短
傷
猝
职
.引

；

剖

：
晶

.
の

批

判
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- 

於
け
る
繰
延
取
⑴」

則
ち
喪
資
の
形
式
を
と
る
繰
延
に
類
す
る
。
此
の
繰
延
.取
01

は
繰
延
济
と
被
繰
延
名
と
の
|!
1

1
に
常
期
の
赍
買
と
驳 

期
の
寶
資
，̂

紱
合
し
た
も
の
で
办
る
か
ぢ
最
初
の
^
⑴
ゆ
繰
延
を
依
賴
す
る
方
に
對
レ
て
は
反
對
費
歡
と
な
る
か
ら
彼
ば
當
期
に
於
て 

は
欺
の
'取

凝

係

よ

り
_

)»

し
、
*

延
'
o
傲

賴
r

li
'

じ
た
r
 

5妨
狀
涵
の
曼
渡
^

羅
渚
と
な
.る
0

志
と
同
時
に
次
»1

に
は
^

€>
,課
玉
奴
雨
常
祺
者
問
に
遊
る
場
合
ず
あ
る

0;
-
6

ー̂

ィ
ヵ
ィ
1
附
せ
を
る

資
貨
の
形
式

k

よ』

¥
貸
借
が
形
式
を
と
奴
扒
ら
じ
ザ
、
，眷‘の
繰
延
方
揮
に
類
す
る
の
：で
あ
.る
0
.:
,

;:
ニ
：
：
 

：
：
’
■'

バ
艽
>
-'
|

の

版

盤

笕

取
^

で

は

典

代

行

尻

が

乾

質

何

づ

，

れ

办

惻

に

あ

る

や

に

よ

^

に

 

な
っ
て
ゐ
る
0

從
，っ
て
寶
方
又
呔
賈
方
は
.！1
1步
の
断
逆
；に

よ
-0
.
.て
ー
方
が
綠
戰
料
を
仕
撇
ひ
.、T

方
が
受
取
み
地
位
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

取
^

は
杂
託
を
受
ホ
た
ー
公
衆
ぼ
餘
め
亡
之
を
な
す
の
で
あ
る
。
.
然
ざ
に
細
宵
で
は
寶
方
の
；地
位
に
あ
る
仲
質
人
は
繰
延
m

:步
を
受
け 

石
比
れ
ど
も
、
典
の
凌
託
#
.
に
は
之
を
仗
拂
は
ず
、
北
ハ
の
ロ
步
は
仲
贤
人
の
懷
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
我
國
で
は
空
賣
を
し 

T.

も
R

*

の
收
，入
が
#.

ら
れ
.る
ひ
で
あ
る
。
從
っ
て
叉
日
步
稼
と
云
ふ
方
法
も
行
は
.れ
る
。
例
へ 
'ば
今
茲
に
十
萬
闘
の
遊
金
を
持
っ
て 

な
る
金
融
業
渚
が
あ
る
ひ
此
の
十
萬
圓
で
採
式
を
賈
ひ
取
り
同
時
に
賣
っ
て
篮
く
6
之
を
同
時
に
.や
れ
ば
大
：體

同一

値
で
あ
る
か
ら
資
質 

上
：の
拟
は
な
い
。
H.

収
っ
た
分
は
之
を
保
管
し
て
瓰
い
て
、
寶
っ
た
分
ば
之
を
繰
延
ベ
れ
，ば
普
通
.は
順
日
歩
が
っ
く
か
ら
常
に
利
子
が 

得
^

れ
る
.わ
け
で
あ
る
o
.
而

し

て

株

式

市

場

の

順
：！！

步

は

齊

通.の
金
融
市
場
の
利
子
よ
り
高
い
か
ら一:

般
市
場
に
投
資
す
る
よ
り
も
布 

利
で
あ
.る
。
他
H

假
令
代
惯
が
下
落
し
て
も
買
っ
。た
現
物
は
保
管
し
て
あ
り
、
，そ
し
て
之
は1

;

定
(D

.代
價
に
賣
繫
い
で
あ
る
か
ら
现
物 

を
渡
し
て
も
、
.
.又
之
を
買
戾
し
て
も
損
は
な
いQ

で
あ
る
。
此
の
方
法
に
よ
れ
ば
確
實
に
高
い
ロ
涉
が
稼
げ
る
わ
け
で
あ
る
。
之
を
：婴

m

す
る
に
我
國
の
短
期
淸
箅
取
⑴
は
取
⑴
所
帳
簿
に
載
せ
ら
れ
た
寶
方
の
一
團
と
之
に
對
す
る
買
方
の
一
圑
の
.贸
ヶ
合

ひ

に

よ
る

梁

延 

(

直
接
綠
延〕

II
I

ち
双
方
の
合
意
に
よ
る
繰
延
を
原
則
と
し
、
當
事
潇
の
合
意
な
き
部
分
に
對
し
て
は
代
行
#
社
に
よ
る
間
^
#
延
が
ー
了 

は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
此
の
問
接
繰
延
も
亦
寶
賈
當
事
者
が
自
此
市
場
又
は
プ
般
市
場
に
於
て
個
々
の
金
1|

業
者
、
^
、也
と
対 

々
>に
取
り
す
る
の
で
な
く
、
凡
べ
て
代
行
機
關
が
ー
手
に
引
き
受
け
て
.之
を
&

す
の
で
あ
る
0
.葙
し
.ー
：：
般

市

場

と

交

渉

を

生

ず

る

な

ら
 

ば

そ

れ

は

食

^
,
に

は

f

r

機
關
が
賣
方
又
は
負
方
の
一
.間
に
.代
っ
て
ー
.
般
市
場
に
交
.渉
す
る
も
(0

が
大
部
分
ど
見
て
よ
い
の
で
あ
る
？
： 

只
代
行
■

の
決
定
す
る
達
料
が
一
般
市
場
の
利
率
か
ら
見
て
餘
り
に
不
當
だ
時
は
當
_

が
個
々
に
自
ら
他
の
市
場
に
出
動
し
て 

間
接
繰
延
を
な
す
場
合
は
あ
る
の
で
あ
る
？
條
件
付
の
受
渡
巾
齿
之
..で
あ
る
0
:從
っ
て
繰
延
料
が
金
利
で
あ
る
以
上
.は
.
.一.般
じ
易
の
利 

7

>>

合
ヵ
ら
八
.-
£
然
獨
立
し
て
觉
め
ら
れ
る
と
一
其
ふ
乙
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
げ
れ
ど
も
ー
：般
的
に
^

へ

ば

此

の

間

爱
.^
延

も

弋
 

行
機
關
が
一
乎
に
な
ず
も
の
と
見
て
差
支
へ
な
い
の
.
で
、
又
制
度
_

も
か
か
る
酔
襲
ら
出
來
て
，ゐ
る§

で
あ
％

此
故 

證

引

の

繰

延

市

場

名

措

場

に

於

け

る

個

々

の

取

引

で

は

な

く

し

で

、
團
體
的

の
で
あ
る
。
從
っ
て
.代
行
機
關
に
よ
っ
て
典
の
繰
延
料
も
決
走
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
.て
.其
の
繰
延
料
も
致
は
^

立

す

愤
で
'な
く
し
て
，

ー
機
關
.に
.よ
っ
て
決
定
せ̂.
れ
る
統
制
代
憤
と
息
て
.よ
：八
の
.
で
あ
る
0 

|'
'

级
和
が
.力
力
る
ー
機
關
の
.妒
沏
忙
左
右
せ
ら
れ
る
以
上
は
.兹
に
受
衡
關
係
も
亦
統
制
：せ
ら
.れ
る
こ
と
と
な
る
.の
^

あ
：る
^
 

若
し
⑴
渡
し
を
中
出
づ
る
鹫
方
多
く
、
之
：を
引
取
る
質
方
少
な
く
、
爲
：办
に
仗
枉
會
社
が
代
引
す
る
必
要
太
ま
_

は

、
.
：
代

行

會

社

は
 

ノ 

.
 

ニ

つ

の̂

沒
に
よ
0

て

之

を1#
ず

る

こ

ぉ

が

出

來

る
6
笫
.
一
は
':
'
ー
般
市
場
.よ
り
资
金|:
;
:借

り

入

队

で

：來

：で

代

)̂

ナ
る
こ
_と
:̂
:
;出
來
れ
ば
、

短

酵

義

钓

の
'窗

V
.

其
©,

抑
判
：へ
.

H.
I
I
r 

、
ニ
.
五
d
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裙

ニ

順

！
=

步
を
高
く
し
.て
資
力
0

靡

の

要

求

を

抑

べ

：る
と
共
.ぬ
、
.質
方
：

Q

受
株
希
望
f

促
進
じ
、：

以
つ
.て
：渡
株
と
曼
株
を
調
節
す
る

'こ
と
も
.出
來
る
。
，之
に
民
し
渡
株
を
中
出
づ
遂
貢
方
少
な
く
し
て
•、
受
株
希
望
の
實
方
多
き
時
も
亦
代
行
機
關
は一

ー
つ
.の

方

法

に'/
|
«
,
づ

. 

■ 

- 

■

る

：
こ->
が
出
來
る
'°

則
ち
第
4
.代
行
機
關
は
自
ら
；「

般
市
場
よ
り
株
式
を
借
り
集
め
：て
俏
渡
じ
す
る
こ
と
も
.

出

來

れ

ば

、

第
一

一

逆

日 

步
を
高
ぐ
す
る
こ
と
^

よ
.

つ
.て
寶
方
の
^

#

希
望
を
促
進
ず
る
と
共
.に
買
方
の
受
株
希
望
を
抑
制
.じ
得
る 

:

.
此
故
に
代
行
會
社
は
自
ら
o'

所
有
資
產
に
て
代
行
し
得
ざ
る
時
は
.

c
r
)

一
般
市
場
に
出
動
し
て
資
金
文
は
株
券
^
^

■?
:

完
了
し
得
る
こ
と
も
奴
.れ
ば
1

(
一
1).

繰

延

料

を

上

下

す

る

こ

と

に

，よ

0
,
て
曼
渡
數
量
を
銃
制
ず
る
と
と
も
出
來
る
の
で
あ
る
。
け
れ 

ど
も
第
-
:

1

の
方
法
は
手
數
を
耍
ず
る
0

み
な
ら
ず
代
行
俞
社
に
不
利
益
を
生
ず
る
場
合
に
は
.之
を
成
さ
ざ
る
ば
が
り
で
な
く
>
又
之
を 

欲
し
.て
も
な
し
得
な
い
場
合
が
あ
る
0

特
に
此
事
は
株
式
金
_

の
發
達
し
な
い
我
國
，
叉
浮
動
株
の
少
な
い
我
國
に
は
行
は
れ
な
い
の
. 

始
あ
る
:0

特
に
實
株
の
少
な
い
地
方
0

取
引
所
又
は
小
會
社
の
株
式
に
於
：て
：は
行
は
れ
な
^

?

從
づ
て
多
く
.の

場

合

に

第

ー
5

方
法
に 

よ
つ
て
銃
制
し
な
.け
れ
.ば
な
ら
.な
い
.
の

で

：あ

石0

而
も
繰
延
料
に
よ
.る
統
制
た
'る
や
そ
れ
.丈
：げ
實
株
受
渡
の
數
量
を
減
.少
せ
し
め
、
繰 

埏

の

，高

を

增

大

せ

し

め

る

g

で
Iあ
る
。
此
の
點
は
取
引
所
取
引
を
實
物
化
せ
ん
と
ず
る
趣
旨
に
反
す
る
結
果
を
誘
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

•

最
後
に
繰
延
が
合
意
：に
よ
る
か
又
は
'
ナ
般
市
場
に
於
て
個
別
的
卽
协
契
約
に
よ
つ
：.て
行
は
れ
る
時
は
公
衆
の
：投
機
は
自
然
的
に
抑
制 

せ
&

れ
ざ
る
を
得
な
い
0

蓋
し
彼
等
は
苦
し
ー
般
市
場
把
^

金
.を
求
め
る
と
と
が
出
來
な
い
時
は
最
早
强
氣
を
維
持
す
る
：こ
.と
が
出
來 

な
い
。
從
づ
て
乎
仕
舞
な
け
れ
ば
な
：ら

な

い

の

で

あ

る
.0

而
し
て
此
の
行
爲
は
經
濟
の
實
狀
に
則
し
て
ゐ
る
も
•の
.■で
あ
る
。
.藍
し
買
方 

が
株
式
を
以
：つ
て
資
金
を
#

る
能
は
ざ
る
は 

一

V

般
市
場
は
株
式
よ
り
も
資
金
を
高
く
評
價
し
て
ゐ
る
.か

ら

で

あ

る

。

從

つ

..て

此

際

强

氣

! 

を
强
行
す
る
.は
自
然
に
反
す
る
の
で
あ
る
、
叉
資
金
を
提
供
し
て
株
式
を
借
り
入
れ
能
.枕

ざ

.
る

は

一

般

が

其

の

棘

式

を

资

金

ょ

り

髙

く
 

| 

商
愤
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
つ
て
、
此
際
弱
氣
を
强
行
す
る
も
亦
自
然
に
反
す
る
か
ら
で
.あ
る
。
然
る
に
我
國
め
短
期
取
|̂

の
_如
く
代
行

會
0

が
無
條
fl

に
代
行
を
引
受
け
、
而
も
代
行
し
得
ざ
る
時
は
繰
延
料
を
左
右
す
る
こ
と
忙
ょ
つ
て
繰
延
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
は 

之
れ
^

濟
の
崔
^

を
如
視
し
て
不
當
の
而
し
て
過
度
の
投
機
を
可
能
な
ら
し
め
又
促
進
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

| 

此
點
ょ
り
み
れ
ば
我
國
に
現
在
行
は
れ
て
を
る
短
期
取
引
は
株
式
金
融
.の
發
達
せ
ざ
る
國
に
於
て
-
浮
動
株
の
太
な
る
株
式
に
就
い 

一
 

て
は
之
を
行
ひ
て
大
な
る
幣
害
な
し
と
假
免
し
て
も
、
：之
を
株
式
金
融
の
發
達
.せ
ざ
：る
我
國
に
、
特
に
浮
動
株
の
少
な
き
株
式
に
就
い 

f

 

て
行
ふ
は
時
期
尙
早
に
し
て
經
濟
上
の
實
益
な
し
と
斷
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
：で
あ
.る
。
特
に
地
方
取
3|
所
に
於
て
其
の
實
施
の
尙
早
を

. 

景

の

で

宏

。
論
塞

は

前

篇

げ

た

る

表

を

見
S

S

期
取
引Q

非
常
I

發

署

：凝

す

る

か

も
し4

な
い
け
れ
I

、
而

f 

も
.そ
の
こ
.と
た
る
や
、
此
の
取
引
が
實
物
取
引
に
適
す
る
ょ
り
も
投
機
取
⑴

に
適
す
る
が
故
に
發
達
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

へ

I 

は
な
ら
な
い
.

則
ち
此
の
取
^

は
弹
て
社
投
機
的
賭
傅
的
取
^

な
る
が
故
に
禁
止
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
ご
兀
來
長
期
取
⑴
は
三
ヶ

【 

' 

: 

:

:

 

'
.

| 

月(

大
正
十
四
年
ょ
り
昭
和
四
年
迄
は
ニ
：ケ
ぼ
>
に
只
ー
：
冏
受
渡
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。°

其
め
間
ゆ
寶
買
は
悉
>
^相

殺

せ

ら

れ

て

ゐ

る

.。 

i

 

銶
る
に
短
期
取
^

は
每
日
決
濟
せ
ら
れ
る
取
01

で
あ
る
。
當
事
者
が
粑
濟
し
得
ざ
る
，時
は
代
行
#

社

が

代

つ

て

每.13

受
渡
し
て
ゐ
る
の
.

で
あ
る
1
?
從
つ
.て
寶
質
高
と
受
渡
高
と
の
比
率
は
長
期
取
引
に
比
し
て
ー
.見
#_

大
の
差
興
あ
る
可
し
と
思
は
れ
；る
の
=
で
あ
る
が
、
實
は 

其
間
に
は
か
か
る
顧
著
な
相
違
.の
な
い
こ
と
左
：表
.の
通
技
.で
、
時
に
は
短
期
の
比
率
が
長
期
ょ
り
も
少
な
い
：こ
と
ず
ら
あ
る
の
で
あ

f
.
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此
坎
に
最
近
我
國
に
於
け
る
短
期
淸
箅
取
引
の
著
る
し
き
發
達
は
之
が
歡
物
化
に
適
當
し
た
る
が
故
で
な
く
、
寧
ろ
之
が
投
機
取
|̂ 

に
適
0.
院
機
的
妙
&

と
投
機
的
分
子
が
火
故
る
诉
故
に
ル
な
ら
な
い
の
で
ぁ
る
。
則
ぢ
短
期
取
引
^

誅
の
趣
皆
と
^

結
见
奶
ぁ
る
。：

尙
此
の
外
に
短
期
取
引
の
賣
I:

尚
の
敬
加
し
た
理
由
と
しH

見
ら
：れ
る
.
0は
':
'

短

期

取̂|
に
被
寄
付
大
引
の
外
に
サ
ラ 

パ
が
ぁ
つ
て
絕
.ぇ
ず
取
|̂

が
行
は
れ
る
こ
と
、
並
び
に
短
期
取
引
の
上
場
株
が
離
加
し
_た
'こ
，と

に

歸

因

す

る
,c

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な 

い
。
例
.
へ
ば
1

揉

式

取

'3
|

所
で
大
正
士〕

'
1年
に
短
«

取
|̂

を
始
め
て
開
始
し
た
時
は
僅
か
_に
新
東
株
新
鏰
紡
株
00

ー
 

画

を
h

場
し
た 

に
過
ぎ
な
か
っ
た
は
現
在
の
上
場
#

は
に
.霞

株

'

鐘
紡
新
、
舊
、
H

糖
新
、.
明

俯

、
：大
連
株
商
、
日
昝
、
郵
船
新
、
麥
酒
新
、
露
 

折
、
日
產
、
日
石
、
-:
南
滿
新
、
東
電
、
富
士
紙
新
'

王

子

紙

、

.
の

十

六

種

(

^
連
»'

商
、
日

魯

は

寶

帯
.
|1
-
.屮)

に
增
加
し
て
ゐ
る
。

I

日
本
に
お
け
ろ
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
槪
觀

' 

加

.

.パ
^

..I. 

V 

:

,

.

最
近
の
日
本
に
お
け
る
社
會
思
想
の
'特
微
は
、
左
|
|社

會

思

想

と

右

，翼

社

會

思

想

の

激

烈

な

闘

#

に
現
は
れ
て
ゐ
，る
。
そ
れ
は
、

マ 

ル
ク
、ゾ
ズ
ム
の
理
論
闘
爭
で
あ
る
と
と
も
に
、

マ
ル
ク
シ
ズ
.ム
に
對
す
.る
理
論
_
爭
で
あ
：る
0
/.
.
こ
の
左
繁
思
想
と
右
龔
思
想
の
對
立
と
，
 

お
黧
思
想
の
變
質
一
-
外
觀
的
ま
た
は
內
容
的
な
石
-
—

に
こ
そ
彳
吾
冷
枕
現
代
ロ
本
肋
會
思
想
の
特
徵
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。。

こ
の
こ
と
社
、
最
近
の
日
本
の
社
會
的
情
勢
の
上
か
ら
明m

に
說
明
し
得
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
徵
の
本
質
を
も
把
握
し
得
る
の
で 

あ
る
が

，
C
の
社
會
的
情
勢
と
と
も
杧
、
社
會
思
想
、
：跦

に
マ
、
ル
タ
シ
ズ

ム

に
お
け
る
.發
展
を
觀
察
す
る
と
き
、
11

に
.よ

く

こ

れ

を

理
 

解

す

る

こ

と

が

出

來

よ

う

？
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:

日
本
最
近
0

經
濟
的
並
に
社
#

的
發
展
ぬ
段
階
は
明
r4

に
獨
ボ
資
本
主
義
で
あ
る
o
:

:

こ
の
：段
階
に
田
本
が
入
つ
た
の
は
，
歐
洲
大
戰 

以
後
の
；現
象
で
あ
る
0

現

在

の

.
日

本

の
*

會
思
想
、
.
殊
に
.マ
ル
へ
ク.シ
；ズ
：今 

今
n
xfe

至
つ 

て
;̂

る
0
:
.世
振
大
戰
の
結
艰
に
お
る
日
本
«

エ
_

れ
異
#̂

な
進
展(

«

需
.̂
«

に
他
國
0:
^

-̂
^

«:
;へ
へ
の#

入
_に
よ
る〕
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フ
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に
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け
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